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西
域
の
仏
か
ら
東
土
の
隠
士
へ
―
唐
代
維
摩
詰
図
題
詩
の
変
遷
―

査

屛

球
（
日
本
語
訳

渡

部

雄

之
）

中
唐
以
前
の
維
摩
詰
像
を
宋
代
の
関
連
す
る
絵
画
と
比
較
す
る

と
、
あ
る
面
白
い
現
象
に
気
が
付
く
。
中
唐
以
降
、
維
摩
詰
像
の

神
異
性
や
西
域
の
胡
人
の
特
徴
は
次
第
に
薄
れ
、
世
俗
的
な
要
素

が
増
し
て
い
き
、
宋
元
の
文
人
画
で
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
中
国
の

隠
士
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
象
が

如
何
に
し
て
起
こ
っ
た
か
は
、
「
維
摩
学
」
が
我
が
国
に
定
着
す
る

過
程
の
中
で
考
察
す
る
に
値
す
る
問
題
だ
と
言
え
よ
う
。
筆
者
は
、

絵
画
史
自
体
（
文
人
の
水
墨
画
に
お
け
る
写
意
［
中
国
画
で
細
か

な
描
写
を
せ
ず
、
情
趣
の
表
現
を
重
視
す
る
手
法
］
の
流
行
）
の

問
題
以
外
に
、
唐
宋
文
人
の
詩
文
に
お
け
る
自
己
の
維
摩
詰
化
が

大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
。
詩
人
は
仏
を
変
容
さ
せ
て
世

俗
の
中
に
取
り
込
み
、
自
ら
を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
た
。
画
家
は

詩
人
の
発
想
に
よ
っ
て
仏
画
の
神
異
的
な
特
徴
を
変
え
、
そ
し
て

詩
人
は
ま
た
絵
画
に
基
づ
い
て
世
俗
的
な
趣
を
表
現
し
、
従
来
の

仏
教
の
偈
頌
の
形
を
全
て
改
め
た
。
こ
れ
は
白
居
易
の
「
香
山
居

士
図
」
と
維
摩
詰
像
の
融
合
に
最
も
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
本
稿

は
以
上
の
こ
と
を
中
心
に
、
関
連
す
る
文
献
と
図
像
資
料
を
照
ら

し
合
わ
せ
、
両
者
の
相
互
的
な
影
響
関
係
を
示
す
こ
と
で
、
か
か

る
変
化
の
歴
史
的
過
程
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

一

神
異
の
光
輪
：
杜
甫
、
王
維
か
ら
見
る
中
唐
以
前
の

維
摩
詰
画
と
詩
の
関
係

（
一
）
唐
以
前
の
維
摩
詰
像
の
神
異
性
と
西
域
の
特
色

早
期
の
維
摩
詰
像
に
は
西
域
の
仏
の
特
色
が
多
く
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
西
秦
の
建
弘
元
年
（
四
二
〇
）
前
後
に
描
か
れ
た
現
存

最
古
の
「
維
摩
詰
変
」
で
あ
る
甘
粛
省
永
靖
県
炳
霊
寺
一
六
九
窟

の
壁
画
の
維
摩
詰
は
、
頭
に
華
蓋
を
い
た
だ
き
、
額
は
広
く
鼻
は

高
く
、
斜
め
に
袈
裟
を
懸
け
、
左
腕
に
は
打
ち
掛
け
が
か
か
り
、

寝
台
の
上
に
半
身
を
横
た
え
て
い
る
。
ま
た
、
雲
岡
石
窟
（
四
七

一
～
四
九
四
頃
完
成
）
第
一
窟
内
の
維
摩
詰
は
、
先
の
尖
っ
た
異

民
族
の
帽
子
を
被
り
、
袖
口
の
広
い
長
衫
を
着
、
上
に
は
毛
衣
を

羽
織
り
、
手
で
軽
く
払
子
を
持
ち
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
北
魏
太

和
元
年
（
四
七
七
）
に
描
か
れ
た
青
銅
鍍
金
釈
迦
牟
尼
仏
座
像
背

面
の
図
の
上
部
左
側
に
あ
る
維
摩
詰
像
は
、
手
に
払
子
を
握
り
、

文
殊
菩
薩
と
向
か
い
合
っ
て
話
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
維
摩
詰

像
の
造
型
は
、
ま
だ
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
の
影
響
か
ら
抜
け
出
て
お

ら
ず
、
人
物
の
容
貌
や
服
装
に
は
全
て
胡
人
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
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［
１
］
。
こ
の
特
徴
は
初
唐
、
盛
唐
に
も
な
お
残
っ
て
お
り
、
当
時
は

東
晋
・
顧
愷
之
（
三
四
八
～
四
〇
九
）
の
「
維
摩
詰
図
」
が
最
も

流
行
し
て
い
た
。
そ
の
絵
の
内
容
に
つ
い
て
、
唐
人
張
彦
遠
の
『
歴

代
名
画
記
』
は
「
顧
生
首
創
維
摩
詰
像
、
有
清
羸
示
病
之
容
、
隠

几
忘
言
之
状
。
」
（
顧
生
首
め
に
維
摩
詰
像
を
創
り
、
清
羸
示
病
の

は
じ

せ
い
る
い
し
へ
い

容
、
隠
几
忘
言
の
状
有
り
。）
と
記
し
て
お
り
、
神
異
的
な
仏
教
説

話
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
隋
末
の
僧
侶
雲
宗

の
『
京
師
寺
記
』
に
は
顧
愷
之
の
「
維
摩
詰
図
」
に
関
す
る
記
述

が
あ
り
、
唐
の
睿
宗
の
時
代
の
人
黄
元
之
の
「
潤
州
江
寧
県
瓦
棺

寺
維
摩
詰
画
像
碑
」
に
は
同
様
の
こ
と
が
さ
ら
に
生
き
生
き
と
書

か
れ
て
い
る
。

昔
有
晋
荘
厳
浄
域
。
時
梵
侶
以
規
模
雖
広
、
雕
飾
未
周
、
永
念

粋
華
、
毎
疚
懐
於
須
達
。
共
成
円
満
、
而
仮
力
於
檀
那
。
凡
厥

施
財
、
莫
匪
鳴
刹
。
顧
君
乃
連
扣
資
数
百
、
笇
逾
千
万
、
大
衆

眙
愕
、
不
知
其
然
。
君
習
気
精
微
、
洗
心
閑
雅
。
雖
纓
弁
混
俗
、

而
繢
素
通
神
。
乃
白
緇
徒
、
令
其
粉
壁
。
於
是
登
月
殿
、
掩
雲

扉
、
考
東
漢
之
図
、
採
西
域
之
変
。
妙
思
運
則
冥
会
、
能
事
畢

則
功
成
、
神
光
謝
而
昼
夜
明
、
聖
容
開
而
道
俗
睹
。
振
動
世
界
、

謂
弥
勒
菩
薩
下
兜
率
之
天
、
照
耀
虚
空
、
若
多
宝
如
来
踊
耆
闍

之
地
。
由
是
士
女
駢
比
、
擁
路
争
趨
、
車
馬
軒
轟
、
傾
都
盛
集
。

玉
貝
交
献
、
須
臾
而
宝
蔵
忽
盈
。
青
鳧
乱
飛
、
俄
爾
而
銅
山
崛

起
。
納
繒
帛
者
継
踵
、
施
衣
布
者
架
肩
、
当
鳴
刹
而
雖
則
可
驚
、

不
崇
朝
而
過
其
本
数
。
非
夫
精
義
入
神
者
、
孰
能
与
於
此
乎
。

…
…
由
是
観
其
道
場
妙
矣
、
謂
応
供
而
来
儀
。
牀
枕
儼
然
、
疑

有
懐
於
問
疾
。
目
若
将
視
、
眉
如
忽
嚬
、
口
無
言
而
似
言
、
鬢

不
動
而
疑
動
。
豈
丹
青
之
所
歎
詠
相
好
之
有
霊
哉
。
頂
礼
者
粛

如
在
之
心
、
瞻
仰
者
発
帰
依
之
念
。［
２
］

昔

晋
の
荘
厳
な
る
浄
域
有
り
。
時
に
梵
侶

規
模
広
し
と

雖
も
、
雕
飾
未
だ
周
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
永
く
粋
華
を
念
ひ
、

毎
に
須
達
を
疚

懐
し
、
共
に
円
満
を
成
し
て
、
力
を
檀
那

し
ゅ
だ
つ

き
う
く
わ
い

だ
ん
な

に
仮
ら
ん
と
す
。
凡
そ
厥
の
施
財
、
刹
を
鳴
ら
す
に
匪
ざ
る

そ

せ
ざ
い

さ
つ

あ
ら

莫
し
。
顧
君
乃
ち
連
り
に
扣
資
す
る
こ
と
数
百
、
笇

千
万

し
き

こ
う
し

さ
ん

を
逾
え
、
大
衆

眙
愕
す
る
も
、
其
の
然
る
を
知
ら
ず
。
君

ち
が
く

習
気

精
微
に
し
て
、
洗
心

閑
雅
な
り
。
纓
弁

俗
に

混
じ
る
と
雖
も
、
繢
素

神
に
通
ず
。
乃
ち
緇
徒
に
白
し
て
、

く
わ
い
そ

し

と

ま
う

其
れ
壁
を
粉
せ
し
む
。
是
に
於
い
て
月
殿
に
登
り
、
雲
扉
を

掩
ひ
、
東
漢
の
図
を
考
へ
、
西
域
の
変
を
採
る
。
妙
思

運

れ
ば
則
ち
冥
は
会
し
、
能
事

畢
は
れ
ば
則
ち
功
は
成
り
、

神
光
謝
し
て
昼
夜
明
る
く
、
聖
容
開
き
て
道
俗
睹
る
。
世
界

み

を
振
動
す
る
を
、
弥
勒
菩
薩

兜
率
の
天
よ
り
下
る
と
謂
ひ
、

と
そ
つ

虚
空
を
照
耀
す
る
こ
と
、
多
宝
如
来
の
耆
闍
の
地
に
踊
る
が

き
じ
ゃ

若
し
。
是
れ
に
由
り
士
女

駢
比
し
、
路
に
擁
し
て
争
ひ
趨

ご
とき

、
車
馬

軒
轟
し
、
都
を
傾
け
て
盛
集
す
。
玉
貝

交

献

こ
も
ご
も

ぜ
ら
れ
、
須
臾
に
し
て
宝
蔵
忽
ち
盈
つ
。
青
鳧
乱
れ
飛
び
、

せ
い
ふ

俄
爾
と
し
て
銅
山

崛
起
す
。
繒
帛
を
納
む
る
者

踵

を
継

そ
う
は
く

く
び
す

ぎ
、
衣
布
を
施
す
者

肩
を
架
し
、
刹
を
鳴
ら
す
に
当
た
り

て
則
ち
驚
く
べ
し
と
雖
も
、
崇
朝
な
ら
ず
し
て
其
の
本
数
を

過
ぐ
。
夫
の
精
義

神
に
入
る
者
に
非
ず
ん
ば
、
孰
か
能
く

此
に
与
か
ん
や
。
…
…
是
れ
に
由
り
其
の
道
場
の
妙
な
る
を

し
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観
、
供
に
応
じ
て
来
儀
す
る
を
謂
ふ
。
牀
枕
儼
然
と
し
て
、

げ
ん
ぜ
ん

問
疾
に
懐
有
る
か
と
疑
ふ
。
目
は
将
に
視
ん
と
す
る
が
若
く
、

眉
は
忽
ち
嚬
む
る
が
如
く
、
口
は
言
ふ
こ
と
無
く
し
て
言
ふ

ひ
そ

に
似
、
鬢
は
動
か
ず
し
て
動
く
か
と
疑
ふ
。
豈
に
丹
青
の
相

好
の
霊
有
る
を
歎
詠
す
る
所
な
ら
ん
や
。
頂

礼
は
如
在
の

ち
ゃ
う
ら
い

に
ょ
ざ
い

心
を

粛

み
、
瞻

仰
は
帰
依
の
念
を
発
す
。

つ
つ
し

せ
ん
ぎ
ゃ
う

く
ゐ
ゑ

銘
文
に
は
ま
た
、
顧
愷
之
の
絵
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

空
牀
寂
寂
、
虚
室
閑
閑
。
文
殊
奄
至
、
波
旬
遽
還
。
抜
毛
沃
海
、

剖
芥
蔵
山
。
地
分
珠
柱
、
天
潤
玉
顔
。

空
牀
寂
寂
と
し
て
、
虚
室
閑
閑
た
り
。
文
殊

奄

ち
至
り
、

た
ち
ま

波
旬
遽
か
に
還
る
。
毛
を
抜
き
て
海
に
沃
ぎ
、
芥
を
剖
り
て

に
は

そ
そ

わ

山
に
蔵
す
。
地

珠
柱
を
分
か
ち
、
天

玉
顔
を
潤
す
。
（
其

三
）

智
恵
無
辺
、
威
霊
具
足
。
広
延
宝
座
、
高
蹈
金
粟
。
振
動
人
天
、

津
梁
道
俗
。
火
宅
垂
蔭
、
幽
徒
炳
燭
。

智
恵

無
辺
に
し
て
、
威
霊

具
足
す
。
広
延
せ
る
宝
座
、

高
蹈
せ
る
金
粟
。
人
天
を
振
動
し
、
道
俗
を
津
梁
す
。
火
宅

き
ん
ぞ
く

蔭
を
垂
れ
、
幽
徒

燭
を
炳
る
。（
其
四
）

と

於
赫
有
晋
、
像
教
斯
伝
。
繢
事
□
矣
、
霊
儀
在
焉
。
神
光
夕
照
、

瑞
相
朝
円
。
赩
如
電
掣
、
皎
若
星
懸
。

於
赫
た
る
有
晋
、
像
教
斯
に
伝
は
る
。
繢
事
□
、
霊
儀
在
り
。

あ
あ
か
く

こ
こ

く
わ
い
じ

神
光

夕
照
の
ご
と
く
、
瑞
相

朝
円
の
ご
と
し
。

赩

た

き
ょ
く

る
こ
と
電
の
掣
た
る
が
如
く
、
皎
た
る
こ
と
星
の
懸
か
る
が

せ
い

若
し
。（
其
五
）

ご
と

薄
遊
浄
域
、
永
念
毘
耶
。
香
如
致
飯
、
衣
似
持
花
。
嚬
容
示
疾
、

啓
歯
降
邪
。
室
懐
方
丈
、
会
想
無
遮
。

薄

か
浄
域
に
遊
び
、
永
く
毘
耶
を
念
ふ
。
香
り
飯
を
致
す

い
さ
さ

び

や

が
如
く
、
衣

花
を
持
つ
に
似
た
り
。
嚬
容

疾
を
示
し
、

啓
歯

邪
を
降
す
。
室

方
丈
を
懐
ひ
、
会

無
遮
を
想
ふ
。

ゑ

む
し
ゃ

（
其
九
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
絵
の
中
の
人
物
は
ま
る
で
本
物
の
よ
う
に
生
き

生
き
と
し
て
お
り
、
維
摩
詰
が
立
て
板
に
水
を
流
す
が
ご
と
く
弁

舌
を
振
る
う
様
子
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
情
景
は
『
維
摩
詰
経
』
の
記
述
に
拠
っ
て
お
り
、

不
可
思
議
で
幻
想
的
な
世
界
を
表
現
し
て
い
た
。
空
の
寝
台
や
虚

室
、
海
や
山
、
珠
で
飾
っ
た
琴
柱
、
法
座
、
出
家
や
在
家
の
人
々

等
は
、
敦
煌
の
壁
画
に
も
な
お
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
杜
甫
の
顧
愷
之
「
維
摩
詰
図
」
に
関
す
る
記
憶

盛
唐
の
文
人
が
詩
文
に
描
く
維
摩
詰
の
姿
は
、
し
ば
し
ば
関
連

す
る
壁
画
と
一
致
し
、
仏
教
的
な
要
素
が
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
。

杜
甫
の
何
首
か
の
詩
に
は
、
こ
う
し
た
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
彼

の
「
送
許
八
拾
遺
帰
江
寧
覲
省
、
甫
昔
時
嘗
客
遊
此
県
、
於
許
生

処
乞
瓦
棺
寺
維
摩
図
様
志
諸
篇
末
」
詩
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

看
画
曾
飢
渇
、
追
蹤
恨
淼
茫
。
虎
頭
金
粟
影
、
神
妙
独
難
忘
。

［
３
］

画
を
看
て
曾
て
飢
渇
し
、
追

蹤
す
る
も
淼
茫
た
る
を
恨
む
。

つ
い
し
ょ
う

べ
う
ば
う
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虎
頭

金
粟
の
影
、
神
妙
に
し
て
独
り
忘
れ
難
し
。

き
ん
ぞ
く

本
詩
は
唐
粛
宗
の
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
の
作
で
あ
る
。
許
八
が

故
郷
へ
帰
る
行
程
を
述
べ
る
中
で
、
自
身
が
二
十
年
以
上
も
前
に

江
寧
で
目
に
し
た
維
摩
詰
図
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
観
る
者
を
し

て
食
を
忘
れ
る
ほ
ど
陶
酔
さ
せ
、
仏
跡
の
求
め
が
た
い
悲
し
み
を

も
感
じ
さ
せ
る
、
奥
深
く
広
大
な
画
境
。「
神
妙
」
と
い
う
こ
と
ば

で
称
え
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
顧
愷
之
の
卓
越
し
た
芸
術
的
表

現
力
で
あ
り
、
ま
た
描
か
れ
た
人
々
の
霊
妙
な
力
を
も
含
ん
で
い

る
に
違
い
な
い
。
彼
は
晩
年
に
詠
ん
だ
「
秋
日
虁
府
詠
懐
奉
寄
鄭

監
李
賓
客
一
百
韻
」
で
も
、
顧
愷
之
の
「
維
摩
詰
図
」
に
触
れ
て

い
る
。

顧
愷
丹
青
列
、
頭
陀
琬
琰
鐫
。
衆
香
深
黯
黯
、
幾
地
粛
芊
芊
。

勇
猛
為
心
極
、
清
羸
任
体
孱
。
金
篦
空
刮
眼
、
鏡
象
未
離
銓
。［
４
］

顧
愷

丹
青
列
し
、
頭
陀
琬
琰
鐫
る
。
衆
香

深
く
し
て
黯

づ

だ

ゑ
ん
え
ん

ほ

黯
た
り
、
幾
地
か
粛
と
し
て
芊
芊
た
る
。
勇
猛

心
の
極
み

せ
ん
せ
ん

と
為
し
、
清

羸
体
の
孱
き
に
任
す
。
金

篦
空
し
く
眼
を
刮

せ
い
る
い

よ
わ

き
ん
へ
い

け
づ

る
も
、
鏡
象
未
だ
銓
を
離
れ
ず
。

せ
ん

楊
倫
の
注
に
「
顧
画
王
碑
皆
想
像
東
遊
之
事
。
」
（
顧
の
画

王
の

碑

皆
東
遊
の
事
を
想
像
す
。
）
と
あ
る
［
５
］
。
杜
甫
は
詩
の
中
で

友
人
に
、
東
に
旅
し
た
も
の
の
定
ま
っ
た
居
所
が
無
く
、
寺
に
宿

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
そ
の
際
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の

が
、
江
寧
の
顧
愷
之
「
維
摩
詰
図
」
で
あ
っ
た
。
諸
家
の
注
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、「
勇
猛
」
の
一
語
は
『
楞
厳
経
』
の
「
発
大
勇
猛
、

行
諸
一
切
難
行
法
事
。
」
（
大
勇
猛
を
発
し
、

諸

一
切
の
難
行
法

も
ろ
も
ろ

事
を
行
ふ
。
）［
６
］

に
基
づ
く
。
前
後
の
流
れ
か
ら
、
「
清
羸
」
の
語

は
「
維
摩
詰
図
」
を
観
た
時
の
記
憶
か
ら
き
て
い
る
は
ず
な
の
で
、

こ
の
一
聯
は
、
体
は
弱
い
が
心
は
強
い
と
い
う
自
身
の
精
神
の
状

態
を
描
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
身
の
姿
に
対
す
る

か
よ
う
な
認
識
は
、
間
違
い
な
く
顧
愷
之
の
描
い
た
維
摩
詰
の
姿

か
ら
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
金
篦
」
は
仏
教
思

想
か
ら
の
影
響
を
指
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
顧
愷
之
の
「
維
摩

詰
図
」
か
ら
の
影
響
と
い
う
意
味
も
含
ん
で
い
る
。
瓦
棺
寺
の
顧

愷
之
「
維
摩
詰
壁
画
」
は
、
後
に
会
昌
の
廃
仏
の
さ
な
か
に
失
わ

れ
た
。
杜
詩
の
題
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
す
で
に
図
の
写

し
が
出
回
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
原
図
は
失
わ
れ
た
も
の
の
、
別

に
な
お
模
本
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
黄
元
之
の
碑
文
の
記
載

と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
敦
煌
の
壁
画
に
残
る
い
く
つ
か
の
維
摩

詰
図
は
、
顧
愷
之
の
絵
を
模
し
た
も
の
だ
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
絵
の
構
図
、
色
彩
及
び
人
物
な
ど
の
多
く
は
、
西
方
の
天
上

界
を
模
し
て
お
り
、
異
域
性
や
神
異
性
が
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い

る
。
ゆ
え
に
二
十
年
以
上
経
っ
た
後
も
、
杜
甫
は
そ
の
絵
の
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
顧
愷
之
に
つ
い
て
、
杜
甫
は
「
題

玄
武
禅
師
屋
壁
」
詩
で
も
「
何
年
顧
虎
頭
、
満
壁
画
滄
洲
。
赤
日

石
林
気
、
青
天
江
海
流
。
錫
飛
常
近
鶴
、
杯
渡
不
驚
鷗
。
似
得
廬

山
路
、
真
随
恵
遠
遊
。
」
（
何
れ
の
年
か
顧
虎
頭
、
満
壁
に
滄
洲
を

画
く
。
赤
日

石
林
の
気
、
青
天

江
海
の
流
れ
。
錫
飛
び
て
常

に
鶴
に
近
く
、
杯
渡
す
る
も
鷗
を
驚
か
さ
ず
。
得
る
に
似
た
り
廬
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山
の
路
、
真
に
恵
遠
に
随
ひ
て
遊
ぶ
を
。
）
と
取
り
上
げ
て
い
る

［
７
］
。
本
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
維
摩
詰
像
で
は
な
く
、

一
幅
の
山
水
画
で
あ
り
、
杜
甫
は
顧
愷
之
の
風
景
描
写
の
真
に
迫

っ
た
美
し
さ
を
称
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
鑑
賞
の
仕
方
は
、

芸
術
と
し
て
そ
の
絵
を
観
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
と
い
う
も
の
で

あ
り
、
前
の
二
首
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
前
の
二
首
で

は
、
画
像
に
向
き
合
う
際
、
礼
拝
を
す
る
よ
う
な
意
識
が
あ
り
、

そ
れ
が
当
時
の
人
々
の
一
般
的
な
感
覚
で
あ
っ
た
。

（
三
）
王
維
の
画
賛
と
維
摩
化
す
る
人
物
像
の
関
係

顧
愷
之
の
絵
の
他
、
盛
唐
に
は
呉
道
子
（
六
八
〇
頃
～
七
五
九
）

の
「
維
摩
詰
図
」
が
さ
ら
に
流
行
し
た
。
彼
の
絵
に
つ
い
て
の
記

録
は
、
張
彦
遠
の
『
歴
代
名
画
記
』
巻
三
に
の
み
多
く
見
ら
れ
る
。

（
長
安
薦
福
寺
浄
土
院
）
西
廊
菩
提
院
呉
画
維
摩
詰

（
長
安
安
国
寺
大
仏
殿
）
殿
内
維
摩
変
呉
画

敦
煌
石
窟
の
中
に
は
な
お
十
数
幅
の
『
維
摩
詰
経
』
を
題
材
と

す
る
壁
画
が
残
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
呉
道
子
の
絵
を
模
し
た

も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
画
像
に
は
、
比
較
的
ふ
っ
く
ら
と
し
た
人
物
の
体
型
、
世
俗
的

な
要
素
が
増
し
た
情
景
描
写
、
人
物
に
差
し
て
い
た
後
光
の
消
失

と
い
っ
た
、
唐
代
の
特
徴
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か
し
画
家
は
、

な
お
人
物
の
神
異
的
な
部
分
を
際
立
た
せ
て
描
こ
う
と
す
る
。
例

え
ば
、
維
摩
詰
は
常
に
周
囲
の
人
物
に
比
べ
て
や
や
大
き
く
、
布

教
画
の
上
部
に
は
常
に
飛
花
が
あ
り
、
人
物
の
座
具
は
西
域
の
篷

幢
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
現
実
世
界
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ

る
。当

時
の
詩
人
は
同
じ
題
材
を
扱
う
際
、
し
ば
し
ば
こ
う
し
た
絵

画
の
影
響
を
受
け
た
。
例
え
ば
、
王
維
の
「
西
方
変
画
讃
（
並
序
）
」

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
西
方
浄
土
変
』
者
、
左
常
侍
摂
御
史
中
丞
崔
公
夫
人
李
氏
、

奉
為
亡
考
故
某
官
中
祥
之
所
作
也
。
夫
人
門
為
士
族
之
先
、
道

為
梵
行
之
首
。
大
師
継
踵
、
望
塵
而
理
印
。
命
婦
盈
朝
、
聞
風

而
素
履
。
心
王
自
在
、
万
有
皆
如
。
頂
法
真
空
、
一
乗
不
立
。

以
示
見
故
、
菩
薩
為
勝
鬘
夫
人
。
同
解
脱
因
、
天
女
讃
維
摩
長

者
。
陟
岵
何
望
、
哀
哀
縗
絰
。
順
有
漏
法
、
泣
血
以
居
。
念
罔

極
恩
、
滅
性
非
報
。
唯
茲
十
力
所
護
、
豈
与
百
身
之
贖
。
不
宝

纓
絡
、
資
于
絵
素
、
図
極
楽
国
、
象
無
上
楽
。
法
王
安
詳
、
聖

衆
囲
繞
。
湛
然
不
動
、
疑
過
于
往
来
。
寂
爾
無
聞
、
若
離
于
言

説
。
林
分
宝
樹
、
七
重
遶
于
香
城
。
衣
捧
天
花
、
六
時
散
于
金

地
。
迦
陵
欲
語
、
曼
陀
未
落
。
衆
善
普
会
、
諸
相
具
美
。［
８
］

『
西
方
浄
土
変
』
は
、
左
常
侍
摂
御
史
中
丞
崔
公
夫
人
李
氏
、

奉
じ
て
亡
考
故
某
官
の
中
祥
を
為
す
の
所
作
な
り
。
夫
人
は

門
を
士
族
の
先
と
為
し
、
道
を
梵
行
の
首
と
為
す
。
大
師

踵
く
び
す

を
継
ぎ
、
塵
を
望
み
て
印
を
理
す
。
命
婦

朝
に
盈
ち
、
風

た
だ

あ
り
て
素
履
な
る
を
聞
く
。
心
王

自
在
に
し
て
、
万
有

皆
如
た
り
。
頂
法
は
真
空
な
る
も
、
一
乗

立
た
ず
。
示
見

じ
げ
ん

の
故
を
以
て
、
菩
薩

勝
鬘
夫
人
と
為
る
。
同
に
解
脱
す
る

の
因
あ
り
て
、
天
女

維
摩
長
者
を
讃
む
。
岵
に
陟
る
も
何

ほ

の
ぼ
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ぞ
望
ま
ん
、
哀
哀
た
り
縗
絰
。
有
漏
の
法
に
順
ひ
、
泣
血
し

さ
い
て
つ

う

ろ

て
以
て
居
る
。
罔

極
の
恩
を
念
へ
ば
、
性
を
滅
す
る
も
報

ま
う
き
ょ
く

ゆ
る
に
非
ず
。
唯
だ
茲
れ
十
力
の
護
る
所
な
れ
ば
、
豈
に
百

身
の
贖
に
与
か
ら
ん
や
。
纓
絡
を
宝
と
せ
ず
、
絵
素
に
資
し
、

あ
づ

極
楽
の
国
を
図
き
、
無
上
の
楽
に
象
る
。
法
王

安
詳
と
し

ゑ
が

て
、
聖
衆

囲
繞
す
。
湛
然
と
し
て
動
か
ず
、
往
来
を
過
ぐ

た
ん
ね
ん

る
か
と
疑
ふ
。
寂
爾
と
し
て
聞
こ
ゆ
る
無
く
、
言
説
を
離
る

る
が
若
し
。
林

宝
樹
を
分
し
、
七
重
に
し
て
香
城
を
遶
る
。

ご
と

衣

天
花
を
捧
し
、
六
時

金
地
に
散
ず
。
迦
陵

語
ら
ん

と
欲
し
、
曼
陀
未
だ
落
ち
ず
。
衆
善

普
く
会
し
、
諸
相

具

ま
ん
だ

と
も

に
美
な
り
。

こ
の
文
章
は
開
元
二
十
五
年
、
王
維
が
崔
希
逸
の
幕
府
に
い
た
頃

の
作
で
あ
る
。
崔
氏
一
族
は
王
維
と
同
じ
く
、
仏
教
へ
の
信
仰
が

厚
か
っ
た
。
崔
氏
の
娘
が
仏
門
に
入
っ
た
時
、
王
維
は
彼
女
の
た

め
に
「
賛
仏
文
」
を
作
り
、
崔
氏
の
妻
の
李
氏
が
父
親
の
た
め
に

「
西
方
浄
土
変
」
を
作
っ
た
時
、
ま
た
こ
の
文
を
作
っ
た
。「
西
方

浄
土
変
」
は
『
観
無
量
寿
仏
経
』
を
藍
本
と
し
て
お
り
、
西
方
の

極
楽
世
界
の
光
景
を
描
い
て
、『
維
摩
詰
経
』
仏
国
品
の
記
載
や
「
浄

心
浄
土
」
の
世
界
と
し
ば
し
ば
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え

ば
『
維
摩
詰
所
説
経
』
観
衆
生
品
第
七
で
は
、
維
摩
詰
の
居
室
を

浄
土
世
界
に
見
立
て
て
い
る
。

此
室
常
以
金
色
光
照
、
昼
夜
無
異
、
不
以
日
月
所
照
為
明
。
是

為
一
未
曾
有
難
得
之
法
。
此
室
入
者
、
不
為
諸
垢
之
所
悩
也
。

是
為
二
未
曾
有
難
得
之
法
。
此
室
常
有
釈
梵
、
四
天
王
、
他
方

菩
薩
来
会
不
絶
。
是
為
三
未
曾
有
難
得
之
法
。
此
室
常
説
六
波

羅
蜜
不
退
転
法
。
是
為
四
未
曾
有
難
得
之
法
。
此
室
常
作
天
人

第
一
之
楽
、
絃
出
無
量
法
化
之
声
。
是
為
五
未
曾
有
難
得
之
法
。

此
室
有
四
大
蔵
、
衆
宝
積
満
、
周
窮
済
乏
、
求
得
無
尽
。
是
為

六
未
曾
有
難
得
之
法
。
此
室
釈
迦
牟
尼
仏
、
阿
弥
陀
仏
、
阿
閦

仏
、
宝
徳
、
宝
炎
、
宝
月
、
宝
厳
、
難
勝
、
師
子
響
、
一
切
利

成
、
如
是
等
十
方
無
量
諸
仏
、
是
上
人
念
時
、
即
皆
為
来
、
広

説
諸
仏
秘
要
法
蔵
、
説
已
還
去
。
是
為
七
未
曾
有
難
得
之
法
。

此
室
一
切
諸
天
厳
飾
宮
殿
、
諸
仏
浄
土
、
皆
於
中
現
。
是
為
八

未
曾
有
難
得
之
法
。［
９
］

此
の
室
常
に
金
色
の
光
を
以
て
照
ら
し
、
昼
夜
異
な
る
無
く
、

日
月
の
照
ら
す
所
を
以
て
明
と
為
さ
ず
。
是
れ
を
一
の
未
曾

有
難
得
の
法
と
為
す
。
此
の
室
に
入
る
者
、
諸
垢
の
悩
ま
す

し
ょ
く

所
と
為
ら
ざ
る
な
り
。
是
れ
を
二
の
未
曾
有
難
得
の
法
と
為

す
。
此
の
室
常
に
釈
梵
、
四
天
王
、
他
方
の
菩
薩
の
来
た
り
会ゑ

し
て
絶
え
ざ
る
有
り
。
是
れ
を
三
の
未
曾
有
難
得
の
法
と
為

す
。
此
の
室
常
に
六
波
羅
蜜
不
退
転
の
法
を
説
く
。
是
れ
を

四
の
未
曾
有
難
得
の
法
と
為
す
。
此
の
室
常
に
天
人
第
一
の

楽
を
作
し
、
絃
よ
り
無
量
法
化
の
声
を
出
だ
す
。
是
れ
を
五

な

の
未
曾
有
難
得
の
法
と
為
す
。
此
の
室

四
大
蔵
有
り
て
、

衆

宝

積

満
し
、
窮
を
周
ひ
乏
を
済
ひ
、
求
め
得
る
こ
と
尽

し
ゅ
ほ
う
し
ゃ
く
ま
ん

す
く

す
く

く
る
無
し
。
是
れ
を
六
の
未
曾
有
難
得
の
法
と
為
す
。
此
の

室

釈
迦
牟
尼
仏
、
阿
弥
陀
仏
、
阿
閦
仏
、
宝
徳
、
宝
炎
、

あ
し
ゅ
く
ぶ
つ

宝
月
、
宝
厳
、
難
勝
、
師
子
響
、
一
切
利
成
、
是
く
の
如
き

い
っ
さ
い
り
じ
ゃ
う
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等
の
十
方
無
量
の
諸
仏
、
是
の
上
人

念
ず
る
時
、
即
ち
皆
為た
め

に
来
た
り
て
、
広
く
諸
仏
の
秘
要
法
蔵
を
説
き
、
説
き
已
み

て
還
り
去
る
。
是
れ
を
七
の
未
曾
有
難
得
の
法
と
為
す
。
此

の
室

一
切
の
諸
天
厳
飾
の
宮
殿
、
諸
仏
の
浄
土
に
し
て
、

ご
ん
じ
き

く
で
ん

皆

中
に
於
い
て
現
は
る
。
是
れ
を
八
の
未
曾
有
難
得
の
法

と
為
す
。

こ
う
し
た
光
景
は
、
敦
煌
壁
画
の
中
に
も
描
か
れ
て
い
る
［

］
。
王

10

維
は
『
維
摩
詰
経
』
に
精
通
し
、
自
身
も
か
つ
て
「
維
摩
詰
図
」

を
描
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
［

］
。
そ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
維
摩
詰
の

11

説
に
よ
っ
て
画
意
を
解
釈
す
る
。
例
え
ば
「
天
女

維
摩
長
者
を

讃
む
」
の
一
句
は
、『
維
摩
詰
経
』
観
衆
生
品
第
七
の
「
時
維
摩
詰

室
有
一
天
女
、
見
諸
大
人
、
聞
所
説
法
、
便
現
其
身
、
即
以
天
華
、

散
諸
菩
薩
、
大
弟
子
上
。
華
至
諸
菩
薩
、
即
皆
堕
落
、
至
大
弟
子
、

便
著
不
堕
。
一
切
弟
子
、
神
力
去
華
、
不
能
令
去
。
」
（
時
に
維
摩

詰
の
室
に
一
天
女
有
り
、

諸

の
大
人
を
見
、
説
く
所
の
法
を
聞

も
ろ
も
ろ

き
て
、
便
ち
其
の
身
を
現
は
し
て
、
即
ち
天
華
を
以
て
、
諸
菩
薩
、

て
ん
げ

大
弟
子
の
上
に
散
ず
。
華

諸
菩
薩
に
至
れ
ば
、
即
ち
皆
堕
落
し
、

大
弟
子
に
至
れ
ば
、
便
ち
著
き
て
堕
ち
ず
。
一
切
の
弟
子
、
神
力

つ

も
て
華
を
去
ら
ん
と
す
る
も
、
去
ら
し
む
る
能
は
ず
。
）
、「
爾
時
、

維
摩
詰
語
舎
利
弗
、『
是
天
女
曾
已
供
養
九
十
二
億
仏
、
已
能
遊
戯

菩
薩
神
通
、
所
願
具
足
、
得
無
生
忍
、
住
不
退
転
。
以
本
願
故
、

随
意
能
現
、
教
化
衆
生
。
』
」（
爾
の
時
、
維
摩
詰
舎
利
弗
に
語
る
、

そ

し
ゃ
り
ほ
つ

「
是
の
天
女
曾
て
已
に
九
十
二
億
の
仏
を
供
養
し
、
已
に
能
く
菩

薩
の
神
通
に
遊
戯
し
、
願
ふ
所
具
足
し
、
無
生
忍
を
得
て
、
不
退

ゆ

げ

む
し
ゃ
う
に
ん

転
に
住
ま
る
。
本
願
を
以
て
の
故
に
、
意
に
随
ひ
て
能
く
現
じ
、

と
ど

衆
生
を
教

化
す
」
と
。
）
を
踏
ま
え
る
［

］

。
「
西
方
浄
土
図
」
は

け
う
く
ゑ

12

『
維
摩
詰
経
』
の
教
え
を
広
め
る
た
め
の
図
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
に
対
す
る
賛
で
は
当
然
維
摩
の
浄
土
が
最
上
の
世
界
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
教
徒
の
崇
拝
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
。

王
維
に
は
維
摩
詰
像
を
主
題
と
し
て
詠
ん
だ
詩
は
残
っ
て
い
な

い
が
、
時
に
自
身
を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、「
与
胡
居
士
皆
病
寄
此
詩
兼
示
学
人
二
首
」
其
一
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。

洗
心
詎
懸
解
、
悟
道
正
迷
津
。
因
愛
果
生
病
、
従
貪
始
覚
貧
。

色
声
非
彼
妄
、
浮
幻
即
吾
真
。
四
達
竟
何
遣
、
万
殊
安
可
塵
。［
］
13

洗
心
詎
ぞ
懸
解
す
る
、
悟
道

正
に
迷
津
す
。
愛
に
因
り
て

な
ん

果

病
ひ
を
生
じ
、
貪
に
従
り
て
始
め
て
貧
を
覚
る
。
色
声

よ

彼
妄
に
非
ず
、
浮
幻
即
ち
吾
真
な
り
。
四
達
竟
に
何
ぞ
遣

ら
ん
、
万
殊
安
く
ん
ぞ
塵
す
べ
け
ん
。

け
が

「
愛
に
因
り
て
果

病
ひ
を
生
ず
」
は
、『
維
摩
詰
経
』
文
殊
師
利

問
疾
品
第
五
の
「
従
痴
有
愛
則
我
病
生
。
」
（
痴
従
り
愛
有
り
則
ち

よ

我
が
病
ひ
生
ず
。
）
に
基
づ
く
［

］
。
第
二
首
の
「
詎
捨
貧
病
域
、

14

不
疲
生
死
流
。
」
（
詎
し
く
も
貧

病
の
域
を
捨
つ
れ
ば
、
生
死
の

い
や

び
ん
び
ゃ
う

流
れ
に
疲
れ
ず
。
）
は
、
『
維
摩
詰
経
』
文
殊
師
利
問
疾
品
第
五
の

「
衆
魔
者
楽
生
死
、
菩
薩
於
生
死
而
不
捨
。
」
（
衆
魔
は
生
死
を
楽ね
が

ひ
、
菩
薩
は
生
死
に
於
い
て
捨
て
ず
。
）
を
用
い
る
［

］
。
ま
た
「
胡

15

居
士
臥
病
遺
米
因
贈
」
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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了
観
四
大
因
、
根
性
何
所
有
。
妄
計
苟
不
生
、
是
身
孰
休
咎
。

色
声
何
謂
客
、
陰
界
復
誰
守
。
徒
言
蓮
花
目
、
豈
悪
楊
枝
肘
。

既
飽
香
積
飯
、
不
酔
声
聞
酒
。
有
無
断
常
見
、
生
滅
幻
夢
受
。

即
病
即
実
相
、
趨
空
定
狂
走
。
無
有
一
法
真
、
無
有
一
法
垢
。

居
士
素
通
達
、
随
宜
善
抖
擻
。
牀
上
無
氈
臥
、
鎘
中
有
粥
否
。

斎
時
不
乞
食
、
定
応
空
漱
口
。
聊
持
数
斗
米
、
且
救
浮
生
取
。［
］
16

四
大
の
因
を
了
観
す
る
に
、
根
性
何
の
有
す
る
所
か
あ
ら
ん
。

妄
計
苟
く
も
生
ぜ
ず
ん
ば
、
是
の
身
孰
か
休

咎
あ
ら
ん
。

き
う
き
う

色

声
何
ぞ
客
と
謂
は
ん
、
陰
界
復
た
誰
か
守
ら
ん
。
徒
に

し
き
し
ゃ
う

お
ん
か
い

言
ふ
蓮
花
の
目
と
、
豈
に
悪
ま
ん
楊
枝
の
肘
を
。
既
に
香

積

か
う
し
ゃ
く

の
飯
に
飽
き
、
声
聞
の
酒
に
酔
は
ず
。
有
無
断
常
の
見
、
生

も
ん

滅
幻
夢
の
受
。
即
病
即
実
相
、
空
に
趨
け
ば
定
め
て
狂
走
せ

ん
。
一
法
の
真
有
る
無
く
、
一
法
の
垢
有
る
無
し
。
居
士
素

く

よ
り
通
達
し
、
宜
し
き
に
随
ひ
て
善
く
抖
擻
す
。
牀
上

氈

と
そ
う

無
く
し
て
臥
し
、
鎘
中

粥
有
る
や
否
や
。
斎
時

乞
食
せ

れ
き

こ
つ
じ
き

ざ
る
も
、
定
め
て
応
に
空
し
く
口
を
漱
ぐ
べ
し
。
聊
か
数
斗

の
米
を
持
ち
、

且

く
浮
生
を
救
ひ
て
取
ら
ん
。

し
ば
ら

『
維
摩
詰
経
』
文
殊
師
利
問
疾
品
第
五
に
「
四
大
合
故
、
仮
名
為

身
、
四
大
無
主
、
身
亦
無
我
。
」
（
四
大
合
す
る
が
故
に
、
仮
に
名

づ
け
て
身
と
為
し
、
四
大

主
無
く
、
身
も
亦
た
我
無
し
。
）
、「
非

垢
行
、
非
浄
行
、
是
菩
薩
行
。
」
（
垢
行
に
非
ず
、
浄
行
に
非
ざ
る

く
ぎ
ゃ
う

は
、
是
れ
菩
薩
の
行
な
り
。
）
と
あ
る
［

］

よ
う
に
、
両
詩
に
は
『
維

17

摩
詰
経
』
の
教
え
が
繰
り
返
し
引
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

を
比
較
す
る
と
、
胡
居
士
と
維
摩
詰
の
イ
メ
ー
ジ
の
類
似
性
が
浮

か
び
上
が
る
。
そ
の
典
型
的
な
特
徴
は
、
生
死
や
有
無
の
真
理
を

悟
っ
て
い
る
こ
と
、
心
静
か
で
簡
素
な
生
活
、
病
に
罹
り
気
力
の

無
い
状
態
で
あ
る
。
王
維
は
胡
居
士
の
人
物
像
の
「
維
摩
化
」
を

通
し
て
、
そ
の
信
仰
心
の
厚
さ
と
超
俗
性
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。

た
だ
し
仏
画
に
賛
を
書
く
際
、
厚
い
信
仰
心
に
よ
っ
て
自
己
の
精

神
を
表
そ
う
と
す
る
だ
け
で
は
、
芸
術
的
情
緒
は
そ
れ
程
溢
れ
出

て
こ
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
維
摩
詰
図
の
多
く
は
布
教
の
た

め
の
品
で
あ
り
、
文
人
の
書
い
た
賛
も
教
え
を
説
く
と
い
う
目
的

の
た
め
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
詩
と
絵
画
、
教
義
と
詩
情

は
そ
れ
ぞ
れ
ま
だ
一
体
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
王
維
が
自
ら

を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
で
表
現
し
た
も
の
の
多
く
は
、
自

身
の
帰
依
す
る
仏
道
と
、
信
仰
心
で
あ
る
。
彩
色
豊
か
な
維
摩
詰

図
と
向
き
合
い
呼
び
起
こ
さ
れ
た
の
は
宗
教
的
意
識
だ
け
で
あ
り
、

詩
に
は
仏
を
崇
拝
す
る
心
や
敬
虔
の
念
し
か
表
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、

世
俗
化
し
た
個
人
の
世
界
と
い
っ
た
も
の
は
見
出
し
が
た
い
。
以

上
の
よ
う
に
、
自
ら
を
維
摩
居
士
に
な
ぞ
ら
え
る
と
い
う
発
想
は

王
維
の
詩
の
中
に
す
で
に
見
ら
れ
る
が
、
い
ま
だ
維
摩
詰
像
と
人

物
像
と
が
完
全
に
一
体
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
、

絵
の
中
に
描
か
れ
る
維
摩
詰
が
、
な
お
一
尊
の
仏
で
あ
り
、
世
俗

化
し
た
居
士
で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

二

世
俗
化
の
進
行
：
白
居
易
詩
に
見
え
る
自
己
の
「
維

摩
化
」

中
唐
以
降
、
禅
宗
が
大
い
に
興
り
、
維
摩
詰
の
イ
メ
ー
ジ
は
文
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人
た
ち
の
間
に
ま
す
ま
す
定
着
し
た
。
多
く
の
文
人
は
大
乗
仏
教

の
教
義
を
信
じ
る
だ
け
で
な
く
、
自
由
に
俗
と
宗
教
的
世
界
と
の

間
を
行
き
来
す
る
生
活
に
憧
れ
た
。
か
か
る
傾
向
が
最
も
顕
著
に

表
れ
て
い
る
の
が
白
居
易
で
あ
る
。
中
唐
以
降
、
彼
の
影
響
力
の

大
き
さ
に
よ
っ
て
、
維
摩
詰
と
の
そ
う
し
た
特
殊
な
繫
が
り
も
、

後
世
の
文
人
の
詩
作
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

（
一
）
白
居
易
に
よ
る
維
摩
詰
の
人
格
的
偶
像
化

白
居
易
は
常
に
『
維
摩
詰
経
』
を
心
の
拠
り
所
と
し
て
お
り
、

晩
年
は
特
に
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
例
え
ば
、
太
和
三
年
（
八

二
九
）
に
作
ら
れ
た
「
蘇
州
重
玄
寺
法
華
院
石
壁
経
碑
文
」
に
は

「
証
無
生
忍
、
造
不
二
門
、
住
不
可
思
議
解
脱
、
莫
極
於
『
維
摩

経
』
。
」
（
無
生
忍
を
証
し
、
不
二
の
門
に
造
り
、
不
可
思
議
の
解

む
し
ゃ
う
に
ん

ふ

に

い
た

脱
に
住
す
る
は
、『
維
摩
経
』
よ
り
極
ま
る
は
莫
し
。
）
と
あ
る
［

］
。

18

白
居
易
の
維
摩
詰
受
容
の
仕
方
は
王
維
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い

る
。
白
居
易
は
維
摩
居
士
を
自
身
の
生
活
の
理
想
と
し
て
見
る
こ

と
が
多
く
、
神
仏
と
し
て
崇
拝
す
る
意
識
は
そ
れ
程
表
さ
な
い
。

ま
た
、
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
に
詠
ま
れ
た
「
内
道
場
永
讙
上
人

就
郡
見
訪
、
善
説
『
維
摩
経
』
、
臨
別
請
詩
、
因
以
此
贈
」
詩
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

五
夏
登
壇
内
殿
師
、
水
為
心
地
玉
為
儀
。
正
伝
金
粟
如
来
偈
、

何
用
銭
塘
太
守
詩
。
苦
海
出
来
応
有
路
、
霊
山
別
後
可
無
期
。

他
生
莫
忘
今
朝
会
、
虚
白
亭
中
法
楽
時
。［
］
19

五
夏
の
登
壇

内
殿
の
師
、
水
を
心
地
と
為
し
て
玉
を
儀
と

為
す
。
正
に
伝
ふ
金
粟
如
来
の
偈
、
何
ぞ
用
ひ
ん
銭
塘
太
守

げ

の
詩
。
苦
海
よ
り
出
で
来
た
り
て
応
に
路
有
る
べ
く
、
霊
山

に
別
れ
て
後

期
無
か
る
べ
け
ん
。
他
生

忘
る
る
莫
か
れ

今
朝
の
会
、
虚
白
亭
中

法
楽
の
時
を
。

ゑ

当
時
白
居
易
は
五
十
三
歳
、
杭
州
刺
史
を
務
め
て
い
た
。
詩
題
か

ら
す
る
と
、
『
維
摩
詰
経
』
を
説
い
た
高
僧
が
彼
に
も
た
ら
し
た
も

の
は
、
仏
法
を
会
得
し
た
後
の
心
地
良
さ
で
あ
り
、
単
な
る
宗
教

的
な
神
聖
さ
で
は
な
か
っ
た
。
白
居
易
は
詩
中
で
し
ば
し
ば
自
ら

を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
が
、
そ
の
時
の
維
摩
詰
は
、
す
で

に
僧
侶
の
信
仰
す
る
仏
か
ら
、
親
し
み
や
す
い
普
通
の
隠
士
へ
と

変
化
し
て
い
る
。
以
下
、
例
を
挙
げ
る
。

身
着
居
士
衣
、
手
把
南
華
篇
。
終
来
此
山
住
、
永
謝
区
中
縁
。

我
今
四
十
余
、
従
此
終
身
閑
。
若
以
七
十
期
、
猶
得
三
十
年
。

身
に
居
士
の
衣
を
着
、
手
に
南
華
の
篇
を
把
る
。
終
に
此
の

と

山
に
来
た
り
て
住
し
、
永
く
区
中
の
縁
を
謝
せ
ん
。
我

今

四
十
余
、
此
従
り
身
を
終
ふ
る
ま
で
閑
な
ら
ん
。
若
し
七

よ

も

十
を
以
て
期
せ
ば
、
猶
ほ
三
十
年
を
得
ん
。（
「
遊
悟
貞
寺
詩
」
、

元
和
九
年
（
八
一
四
）、
四
十
三
歳
、
藍
田
尉
の
時
の
作
）

松
下
軒
廊
竹
下
房
、
暖
檐
晴
日
満
縄
牀
。
浄
名
居
士
経
三
巻
、

栄
啓
先
生
琴
一
張
。

松
下
の
軒
廊

竹
下
の
房
、
暖
檐
の
晴
日

縄
牀
に
満
つ
。

浄
名
居
士
の
経
三
巻
、
栄
啓
先
生
の
琴
一
張
。（
「
東
院
」
詩
、

長
慶
二
年
（
八
二
二
）、
五
十
一
歳
、
杭
州
刺
史
の
時
の
作
）

有
室
同
摩
詰
、
無
児
比
鄧
攸
。
莫
論
身
在
日
、
身
後
亦
無
憂
。
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室
有
る
こ
と
摩
詰
に
同
じ
く
、
児
無
き
こ
と
鄧
攸
に
比
す
。

と
う
い
う

身
在
る
の
日
を
論
ず
る
莫
く
、
身
後

亦
た
憂
ふ
る
無
か
ら

ん
。（
「
閑
坐
」
詩
、
制
作
年
同
上
）

但
要
前
塵
減
、
無
妨
外
相
同
。
雖
過
酒
肆
上
、
不
離
道
場
中
。

絃
管
声
非
実
、
花
鈿
色
是
空
。
何
人
知
此
義
、
唯
有
浄
名
翁
。

但
だ
前
塵
の
減
ず
る
を
要
し
、
外
相
の
同
じ
き
に
妨
げ
無
し
。

酒
肆
の
上
を
過
ぐ
と
雖
も
、
道
場
の
中
を
離
れ
ず
。
絃
管

声

実
に
非
ず
、
花
鈿

色

是
れ
空
な
り
。
何
人
か
此
の

義
を
知
ら
ん
、
唯
だ
浄
名
翁
有
る
の
み
。
（
「
酒
筵
上
答
張
居

士
」
詩
、
宝
暦
二
年
（
八
二
六
）、
五
十
五
歳
、
蘇
州
刺
史
の

時
の
作
）

一
床
方
丈
向
陽
開
、
労
動
文
殊
問
疾
来
。
欲
界
凡
夫
何
足
道
、

四
禅
天
始
免
風
災
。

一
床
の
方
丈

陽
に
向
き
て
開
き
、
文
殊
を
労
動
し
て
疾
を

問
ひ
来
た
ら
し
む
。
欲
界
の
凡
夫
何
ぞ
道
ふ
に
足
ら
ん
、
四

い

禅
天
始
め
て
風
災
を
免
る
。
（
「
答
閑
上
人
来
問
因
何
風
疾
」

詩
、
太
和
五
年
（
八
三
一
）、
六
十
歳
、
河
南
尹
の
時
の
作
）

双
刹
夾
虚
空
、
縁
雲
一
径
通
。
似
従
忉
利
下
、
如
過
剣
門
中
。

灯
火
光
初
合
、
笙
歌
曲
未
終
。
可
憐
師
子
座
、
舁
出
浄
名
翁
。

双
刹

虚
空
を
夾
み
、
雲
に
縁
り
て
一
径
通
ず
。
忉
利
従
り

た
う
り

よ

下
る
に
似
、
剣
門
の
中
を
過
ぐ
る
が
如
し
。
灯
火

光

初

め
て
合
し
、
笙
歌

曲

未
だ
終
は
ら
ず
。
憐
れ
む
べ
し
師

子
の
座
、
舁
き
出
だ
す
浄
名
の
翁
。
（
「
夜
従
法
王
寺
下
帰
岳

か

寺
」
詩
、
太
和
六
年
（
八
三
二
）、
六
十
一
歳
、
河
南
尹
の
時

の
作
）

白
衣
居
士
紫
芝
仙
、
半
酔
行
歌
半
坐
禅
。
今
日
維
摩
兼
飲
酒
、

当
時
綺
季
不
請
銭
。

白
衣
居
士

紫
芝
の
仙
、
半
ば
酔
ひ
て
行
歌
し
半
ば
坐
禅
す
。

今
日
の
維
摩
は
兼
ね
て
酒
を
飲
み
、
当
時
の
綺
季
は
銭
を
請

は
ず
。
（
「
自
詠
」
詩
、
太
和
七
年
（
八
三
三
）、
六
十
二
歳
、

東
都
で
太
子
賓
客
分
司
の
任
に
就
い
て
い
た
時
の
作
）

浄
名
事
理
人
難
解
、
身
不
出
家
心
出
家
。

浄
名
の
事
理

人

解
し
難
く
、
身
は
出
家
せ
ず
し
て
心
は

出
家
す
。
（
「
早
服
雲
母
散
」
詩
、
太
和
八
年
（
八
三
四
）
、

六
十
三
歳
、
東
都
で
太
子
賓
客
分
司
の
任
に
就
い
て
い
た
時

の
作
）

右
眼
昏
花
左
足
風
、
金
篦
石
水
用
無
功
。
不
如
迴
念
三
乗
楽
、

便
得
浮
生
百
疾
空
。
無
子
同
居
草
菴
下
、
有
妻
偕
老
道
場
中
。

何
煩
更
請
僧
為
侶
、
月
上
新
帰
伴
病
翁
（
時
適
談
氏
女
子
自
太

原
初
帰
。
維
摩
詰
有
女
名
月
上
也
。［
］
）。

20

右
眼

昏
花
た
り
て
左
足

風
あ
り
、
金
篦
石
水

用
ふ
る

き
ん
へ
い

も
功
無
し
。
如
か
ず
三
乗
の
楽
し
み
を
迴
念
し
、
便
ち
浮
生

百
疾
の
空
し
き
を
得
る
に
。
子
の
草
菴
の
下
に
同
居
す
る
無

き
も
、
妻
の
道
場
の
中
に
偕
老
す
る
有
り
。
何
ぞ
更
に
僧
に

か
い
ら
う

請
ひ
て
侶
と
為
す
を
煩
は
さ
ん
、
月
上

新
た
に
帰
り
て
病

翁
に
伴
ふ
（
時
に
談
氏
に
適
き
し
女
子

太
原
自
り
初
め
て

ゆ

よ

帰
る
。
維
摩
詰

女
の
名

月
上
と
い
ふ
有
る
な
り
。
）
。（
「
病

中
看
経
贈
諸
道
侶
」
詩
、
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
、
七
十
一
歳

の
時
の
作
）

十
五
年
来
洛
下
居
、
道
縁
俗
累
両
何
如
。
迷
路
心
迴
因
向
仏
、
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宦
途
事
了
是
懸
車
。
全
家
遯
世
曾
無
悶
、
半
俸
資
身
亦
有
余
。

唯
是
名
銜
人
不
会
、
毘
耶
長
者
白
尚
書
。

十
五
年
来

洛
下
に
居
り
、
道
縁
俗
累
両
つ
な
が
ら
何
如
。

ふ
た

迷
路

心
迴
り
て
因
り
て
仏
に
向
か
ひ
、
宦
途

事
了
は
り

め
ぐ

を

て
是
に
車
を
懸
く
。
全
家

世
を
遯
れ
て
曾
て
悶
無
く
、
半

の
が

俸

身
を
資
け
て
亦
た
余
り
有
り
。
唯
だ
是
れ
名
銜
人

会

た
す

め
い
か
ん

せ
ず
、
毘
耶
長
者
白
尚
書
。
（
「
刑
部
尚
書
致
仕
」
詩
、
制
作

年
同
上
）

食
事
、
起
居
、
病
気
、
さ
ら
に
は
友
人
の
訪
問
や
嫁
い
だ
娘
の
帰

省
と
い
っ
た
日
常
の
瑣
事
か
ら
、
彼
は
維
摩
詰
を
連
想
し
、
ま
た

そ
う
し
た
光
景
が
維
摩
詰
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
こ
と
で
、
自
ら
満

足
し
た
。
彼
に
と
っ
て
、
維
摩
詰
は
単
な
る
仏
教
に
お
け
る
聖
人

で
は
な
く
、
ま
ね
る
こ
と
の
で
き
る
俗
人
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
元

和
五
年
（
八
一
〇
）、
三
十
九
歳
翰
林
学
士
で
あ
っ
た
時
の
作
「
和

夢
遊
春
詩
一
百
韻
序
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

況
与
足
下
、
外
服
儒
風
、
内
宗
梵
行
者
、
有
日
矣
。
而
今
而
後
、

非
覚
路
之
返
也
、
非
空
門
之
帰
也
、
将
安
反
乎
、
将
安
帰
乎
。

…
…
叙
婚
仕
之
際
所
以
至
感
者
、
欲
使
曲
尽
其
妄
、
周
知
其
非
、

然
後
返
乎
真
、
帰
乎
実
。
亦
猶
『
法
華
経
』
序
火
宅
、
偈
化
城
、

『
維
摩
経
』
入
婬
舎
、
過
酒
肆
之
義
也
。

況
ん
や
足
下
と
、
外
に
は
儒
風
を
服
し
、
内
に
は
梵
行
を
宗

と
す
る
者
、
日
に
有
り
。
而
今
而
後
、
覚
路
の
返
に
非
ず
、

空
門
の
帰
に
非
ず
ん
ば
、
将
た
安
く
に
か
反
ら
ん
や
、
将
た

は

安
く
に
か
帰
ら
ん
や
。
…
…
婚
仕
の
際
に
至
り
て
感
ず
る
所

以
の
者
を
叙
し
て
、

曲

に
其
の
妄
を
尽
く
し
、
周
く
其
の

つ
ぶ
さ

非
を
知
り
て
、
然
る
後
に
真
に
返
り
、
実
に
帰
せ
し
め
ん
と

欲
す
。
亦
た
猶
ほ
『
法
華
経
』
の
火
宅
を
序
し
、
化
城
を
偈げ

し
、『
維
摩
経
』
の
婬
舎
に
入
り
、
酒
肆
に
過
ぎ
る
の
義
の
ご

と
し
。

彼
は
、
世
俗
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
自

身
の
詩
の
詠
み
方
と
『
維
摩
詰
経
』
と
を
比
較
し
、「
婬
舎
に
入
り
、

酒
肆
に
過
ぎ
る
」
の
一
節
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
話
は
『
維
摩
詰

所
説
経
』
方
便
品
第
二
に
見
え
る
。
「
雖
為
白
衣
、
奉
持
沙
門
清
浄

律
行
。
雖
処
居
家
、
不
著
三
界
。
示
有
妻
子
、
常
修
梵
行
。
現
有

眷
属
、
常
楽
遠
離
。
雖
服
宝
飾
、
而
以
相
好
厳
身
。
雖
復
飲
食
、

而
以
禅
悦
為
味
。
若
至
博
弈
戯
処
、
輒
以
度
人
。
受
諸
異
道
、
不

毀
正
信
。
雖
明
世
典
、
常
楽
仏
法
。
一
切
見
敬
、
為
供
養
中
最
、

執
持
正
法
、
摂
諸
長
幼
。
一
切
治
生
諧
偶
、
雖
獲
俗
利
、
不
以
喜

悦
。
遊
諸
四
衢
、
饒
益
衆
生
、
入
治
正
法
、
救
護
一
切
。
入
講
論

処
、
導
以
大
乗
、
入
諸
学
堂
、
誘
開
童
蒙
。
入
諸
婬
舎
、
示
欲
之

過
、
入
諸
酒
肆
、
能
立
其
志
。
」（
白
衣
為
り
と
雖
も
、
沙

門

清

浄

び
ゃ
く
え

た

し
ゃ
も
ん
し
ょ
う
じ
ゃ
う

の
律

行
を
奉
持
す
。
居
家
に
処
る
と
雖
も
、
三
界
に

著

せ
ず
。

り
ち
ぎ
ゃ
う

ぶ

ぢ

こ

け

を

ぢ
ゃ
く

妻
子
有
る
を
示
す
も
、
常
に
梵
行
を
修
む
。
眷
属
有
る
を
現
ず
る

も
、
常
に
遠
離
を
楽
ふ
。
宝

飾
を
服
す
と
雖
も
、
相

好
を
以
て

を
ん
り

ね
が

ほ
う
じ
き

ぶ
く

さ
う
が
う

身
を
厳
か
に
す
。
復
た
飲
食
す
と
雖
も
、
禅
悦
を
以
て
味
と
為
す
。

お
ん
じ
き

若
し
博
弈
の
戯
処
に
至
ら
ば
、
輒
ち
以
て
人
を
度
す
。
諸
の
異
道

も

ば
く
え
き

げ
し
ょ

を
受
く
る
も
、
正
信
を
毀
ら
ず
。
世
典
を
明
ら
か
に
す
と
雖
も
、

や
ぶ
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常
に
仏
法
を
楽
ふ
。
一
切
に

敬

せ
ら
れ
て
、
供
養
中
の
最
と
為

き
ゃ
う

り
、
正

法
を
執
持
し
て
、
諸
の
長
幼
を
摂
す
。
一
切
の
治
生
諧

し
ゃ
う
ぼ
ふ

し
ふ
ぢ

偶
、
俗
利
を
獲
と
雖
も
、
以
て
喜
悦
せ
ず
。
諸
の
四
衢
に
遊
び
て
、

衆
生
を
饒
益
し
、
治
正
の
法
に
入
り
て
、
一
切
を
救
護
す
。
講
論

ね
う
や
く

く

ご

す
る
処
に
入
り
て
、
導
く
に
大
乗
を
以
て
し
、
諸
の
学
堂
に
入
り

て
、
童
蒙
を
誘
開
す
。
諸
の
婬
舎
に
入
り
て
、
欲
の

過

ち
を
示

あ
や
ま

し
、
諸
の
酒
肆
に
入
り
て
、
能
く
其
の
志
を
立
つ
。
）［
］

鳩
摩
羅

21

什
、
僧
肇
は
こ
れ
に
「
什
曰
、
外
国
有
一
女
人
、
身
体
金
色
。
有

長
者
子
名
達
暮
多
羅
、
以
千
両
金
要
入
竹
林
、
同
載
而
去
。
文
殊

師
利
於
中
道
変
身
為
白
衣
。
身
著
宝
衣
、
衣
甚
厳
好
、
女
人
見
之

貪
心
内
発
。
文
殊
言
、
『
汝
欲
得
衣
者
、
当
発
菩
提
心
。
』
女
曰
、

『
何
等
為
菩
提
心
。』
答
曰
、『
汝
身
是
也
。
』
問
曰
、
『
云
何
是
。』

答
曰
、
『
菩
提
性
空
、
汝
身
亦
空
。
』
以
此
故
是
。
此
女
曾
於
迦
葉

仏
所
宿
殖
善
本
、
修
智
慧
、
聞
是
説
即
得
無
生
法
忍
。
得
無
生
法

忍
已
将
示
欲
之
過
。
還
与
長
者
子
入
竹
林
、
入
林
中
已
自
現
身
死

膖
脹
臭
爛
。
長
者
子
見
已
甚
大
怖
畏
、
往
詣
仏
所
、
仏
為
説
法
亦

得
法
忍
。
示
欲
之
過
有
如
是
利
益
也
。
肇
曰
、
外
国
婬
人
別
立
聚

落
。
凡
予
士
之
流
目
不
暫
顧
。
而
大
士
同
其
欲
、
然
後
示
其
過
也
。
」

（
什
曰
く
、
外
国
に
一
女
人
有
り
、
身
体

金
色
な
り
。
長
者
の

子

名
は
達
暮
多
羅
な
る
有
り
、
千
両
の
金
を
以
て
竹
林
に
入
ら

だ

つ

ぼ

た

ら

ん
こ
と
を
要
め
、
同
に
載
り
て
去
る
。
文
殊
師
利

中
道
に
於
い

も
と

と
も

て
身
を
変
へ
て
白
衣
と
為
る
。
身

宝
衣
を
著
、
衣

甚
だ
厳
好

び
ゃ
く
え

き

ご
ん
か
う

な
れ
ば
、
女
人
之
を
見
て
貪
心

内
に
発
こ
る
。
文
殊
言
ふ
、
「
汝

お

衣
を
得
ん
と
欲
す
る
は
、
当
に
菩
提
の
心
を
発
こ
す
べ
し
」
と
。

女
曰
く
、「
何
等
を
菩
提
の
心
と
為
す
か
」
と
。
答
へ
て
曰
く
、「
汝

の
身

是
れ
な
り
」
と
。
問
ひ
て
曰
く
、「
何
を
か
是
れ
と
云
ふ
」

と
。
答
へ
て
曰
く
、
「
菩
提
の

性

空
に
し
て
、
汝
の
身
も
亦
た
空

し
ゃ
う

な
る
な
り
」
と
。
此
の
故
を
以
て
是
れ
な
り
。
此
の
女
曾
て
迦
葉
仏

か
せ
ふ
ぶ
つ

の
宿
る
所
に
於
い
て
善
本
を
殖
し
、
智
慧
を
修
め
、
是
の
説
を
聞

き
て
即
ち
無
生
法
忍
を
得
。無
生
法
忍
を
得
て
已
に
将
に
欲
の

過

む
し
ゃ
う
ほ
ふ
に
ん

あ
や
ま

ち
を
示
さ
ん
と
す
。
還
た
長
者
の
子
と
竹
林
に
入
り
、
林
中
に
入

ま

り
て
已
に
自
ら
の
現
身

死
し
て
膖

脹
臭
爛
す
。
長
者
の
子
見

は
う
ち
ゃ
う

て
已
に
甚
だ
大
い
に
怖
畏
し
、
往
き
て
仏
の
所
に
詣
り
、
仏
為
に

い
た

た
め

説
法
し
て
亦
た
法
忍
を
得
し
む
。
欲
の
過
ち
を
示
す
こ
と
是
く
の

如
き
利
益
有
る
な
り
。
肇
曰
く
、
外
国
の
婬
人

別
に
聚
落
を
立

り
や
く

じ
ゅ
ら
く

つ
。
凡
そ
予
士
の
流
目
す
る
も
暫
く
顧
み
ず
。
而
る
に
大
士
其
の

欲
を
同
じ
く
し
て
、
然
る
後
に
其
の
過
ち
を
示
す
な
り
。）
と
注
す

る
［

］
。
同
書
仏
道
品
第
八
で
も
、
欲
と
座
禅
の
理
が
説
か
れ
る
。

22

「
示
受
於
五
欲
、
亦
復
現
行
禅
。
令
魔
心
憒
乱
、
不
能
得
其
便
。

火
中
生
蓮
華
、
是
可
謂
稀
有
。
在
欲
而
行
禅
、
希
有
亦
如
是
。
或

現
作
婬
女
、
引
諸
好
色
者
。
先
以
欲
鉤
牽
、
後
令
入
仏
智
。
」
（
五

欲
を
受
く
る
を
示
し
、
亦
た
復
た
禅
を
行
ふ
を
現
ず
。
魔
心
を
し

て
憒

乱
す
る
に
、
其
の
便
を
得
る
能
は
ざ
ら
し
む
。
火
中
に
蓮

く
わ
い
ら
ん

華
を
生
ず
る
は
、
是
れ
稀
有
と
謂
ふ
べ
し
。
欲
に
在
り
て
禅
を
行

ふ
も
、
希
有
な
る
こ
と
亦
た
是
く
の
如
し
。
或
い
は
現
じ
て
婬
女

と
作
り
、
諸
の
好
色
の
者
を
引
く
。
先
づ
欲
の
鉤
を
以
て
牽
き
、

な

後
に
仏
智
に
入
ら
し
む
。
）［
］

白
居
易
の
言
は
お
そ
ら
く
こ
れ
ら

23

に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
『
維
摩
詰
経
』
に
よ
っ
て
、
些
末

で
俗
な
事
柄
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
自
身
の
詩
の
詠
み
方
に
対
し

て
価
値
付
け
を
行
い
、
同
時
に
そ
う
し
た
日
常
の
瑣
事
と
『
維
摩
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詰
経
』
と
の
共
通
性
や
類
似
性
に
よ
っ
て
自
ら
を
慰
め
、
ま
た
満

足
し
た
。

（
二
）
白
居
易
に
よ
る
自
己
の
維
摩
化

白
居
易
は
い
く
つ
か
の
閑
適
詩
に
お
い
て
自
身
を
維
摩
詰
に
な

ぞ
ら
え
て
い
る
が
、
多
く
は
自
身
の
姿
を
描
写
す
る
際
に
、
そ
う

し
た
表
現
を
し
て
い
る
。
彼
は
自
身
の
外
見
の
変
化
を
大
変
気
に

し
、
肖
像
や
鏡
に
映
っ
た
姿
を
多
く
詩
に
詠
ん
だ
［

］
。
そ
う
し
た

24

詩
で
は
、
容
貌
の
衰
え
に
対
す
る
悲
し
み
が
主
な
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
晩
年
の
作
品
に
は
し
ば
し
ば
「
反
悲
老
」
の
調
子
が
見
ら

れ
る
。
関
連
す
る
作
品
を
見
る
と
、
彼
は
自
身
を
維
摩
詰
に
な
ぞ

ら
え
る
こ
と
で
、
自
ら
を
慰
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、

四
十
三
歳
の
時
に
詠
ん
だ
「
遊
悟
貞
寺
詩
」
に
は
「
身
に
居
士
の

衣
を
着
、
手
に
南
華
の
篇
を
把
る
。」
と
あ
る
。
は
じ
め
は
居
士
と

し
て
自
ら
を
描
い
て
い
る
が
、
同
時
に
道
教
の
経
典
も
読
ん
で
お

り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
仏
教
と
道
教
の
二
つ
が
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
五
十
一
歳
の
時
に
作
っ
た
「
東
院
」
詩
で
は
「
浄
名
居

士
の
経
三
巻
、
栄
啓
先
生
の
琴
一
張
。」
と
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
十

数
年
後
、
六
十
四
歳
の
時
に
作
っ
た
「
覧
鏡
喜
老
」
詩
で
は
「
古

人
亦
有
言
、
浮
生
七
十
稀
。
我
今
欠
六
歳
、
多
幸
或
庶
幾
。
儻
得

及
此
限
、
何
羨
栄
啓
期
。
」
（
古
人
も
亦
た
言
ふ
有
り
、
浮
生

七

十
稀
な
り
と
。
我

今

六
歳
を
欠
き
、
多
幸
或
い
は
庶
幾
か
ら

ち

か

ん
。
儻
し
此
の
限
り
に
及
ぶ
を
得
ば
、
何
ぞ
栄
啓
期
を
羨
ま
ん
。）

も

と
う
た
っ
て
い
る
［

］
。
栄
啓
期
の
長
寿
を
も
羨
む
に
値
し
な
い
と

25

言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
う
一
方
の
浄
名
居
士
（
維
摩
居
士
）

が
、
一
番
の
心
の
慰
め
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
か
く
の

ご
と
く
、
晩
年
に
な
る
に
つ
れ
て
、
彼
の
描
く
自
己
の
姿
は
次
第

に
居
士
へ
と
固
ま
っ
て
い
っ
た
。

白
居
易
の
閑
適
詩
は
、
陶
淵
明
の
特
徴
を
多
く
取
り
入
れ
て
い

る
が
、
自
身
の
身
体
や
、
年
齢
に
伴
う
病
に
対
す
る
関
心
は
陶
淵

明
よ
り
も
強
い
。
彼
は
四
十
歳
頃
か
ら
詩
に
病
を
詠
み
始
め
、
晩

年
に
至
る
ま
で
毎
年
そ
う
し
た
詩
を
作
っ
た
。
ま
た
、
身
体
の
変

化
に
注
意
を
払
う
だ
け
で
な
く
、
病
ん
だ
身
体
を
生
活
の
一
部
と

し
て
捉
え
る
こ
と
で
満
足
し
た
。
彼
は
若
い
頃
か
ら
病
身
の
僧
の

姿
を
美
し
い
と
感
じ
て
い
た
。
例
え
ば
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）、

二
十
九
歳
の
時
に
詠
ん
だ
「
旅
次
景
空
寺
宿
幽
上
人
院
」
詩
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

不
与
人
境
接
、
寺
門
開
向
山
。
暮
鐘
鳴
鳥
聚
、
秋
雨
病
僧
閑
。

月
隠
雲
樹
外
、
蛍
飛
廊
宇
間
。
幸
投
花
界
宿
、
暫
得
静
心
顔
。［
］
26

人
境
と
接
せ
ず
、
寺
門
開
き
て
山
に
向
か
ふ
。
暮
鐘

鳴
鳥

聚
ま
り
、
秋
雨

病
僧
閑
か
な
り
。
月

雲
樹
の
外
に
隠
れ
、

し
づ

蛍

廊
宇
の
間
に
飛
ぶ
。
幸
ひ
に
花
界
に
投
じ
て
宿
し
、
暫

く
心
顔
を
静
む
る
を
得
た
り
。

病
身
の
僧
や
ひ
っ
そ
り
と
し
た
寺
、
晩
鐘
、
高
い
木
々
が
一
体
と

な
っ
て
趣
の
あ
る
詩
の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
る
。
白
居
易
は
鑑

賞
者
の
目
で
病
身
の
僧
を
見
て
お
り
、
ま
た
同
じ
態
度
で
自
身
の

病
ん
だ
身
体
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
維
摩
詰

の
姿
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
晩
年
の
白
居
易
は
心
が

穏
や
か
で
あ
り
、
生
活
の
中
か
ら
う
ま
く
自
分
を
満
足
さ
せ
る
も
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の
を
見
つ
け
、
常
に
優
越
感
に
浸
っ
て
い
た
。
特
に
自
己
を
維
摩

詰
に
な
ぞ
ら
え
、
自
ら
を
慰
め
る
こ
と
が
、
そ
う
し
た
心
の
状
態

を
作
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
。
自
題
詩
に
し
ば
し
ば
表
現

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
内
は
維
摩
詰
の
大
乗
の
教
義
を
心
の
支
え

と
し
、
外
は
生
活
や
自
身
の
姿
を
維
摩
詰
に
似
せ
た
。
例
え
ば
、

晩
年
（
会
昌
二
年
七
十
二
歳
頃
）
の
作
で
あ
る
「
不
出
門
」
詩
で

は
、
病
中
の
生
活
を
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

弥
月
不
出
門
、
永
日
無
来
賓
。
食
飽
更
払
床
、
睡
覚
一
嚬
伸
。

軽
箑
白
鳥
羽
、
新
簟
青
箭
筠
。
方
寸
方
丈
室
、
空
然
両
無
塵
。

披
衣
腰
不
帯
、
散
髪
頭
不
巾
。
袒
跣
北
窓
下
、
葛
天
之
遺
民
。

一
日
亦
自
足
、
況
得
以
終
身
。
不
知
天
壌
内
、
目
我
為
何
人
。

月
を
弥
り
て
門
を
出
で
ず
、
永
日

来
賓
無
し
。
食
飽
き
て

わ
た

更
に
床
を
払
ひ
、
睡
り
覚
め
て
一
た
び
嚬
伸
す
。
軽
箑
白
鳥

け
い
さ
ふ

の
羽
、
新
簟
青
箭
の
筠
。
方
寸
方
丈
の
室
、
空
然
と
し
て
両

し
ん
て
ん

ふ
た

つ
な
が
ら
塵
無
し
。
衣
を
披
て
腰
帯
び
ず
、
髪
を
散
じ
て
頭

き

巾
せ
ず
。
袒
跣
北
窓
の
下
、
葛
天
の
遺
民
な
り
。
一
日
亦
た

た
ん
せ
ん

自
ら
足
る
、
況
や
以
て
身
を
終
ふ
る
を
得
る
を
や
。
知
ら
ず

天
壌
の
内
、
我
を
目
し
て
何
人
と
為
す
か
を
。

手
に
は
羽
扇
を
持
ち
、
身
を
竹
の
蓆
に
横
た
え
、
庵
室
に
籠
も
り
、

衣
を
羽
織
り
、
ざ
ん
ば
ら
髪
で
裸
足
と
い
っ
た
姿
の
、
簡
素
で
静

か
な
生
活
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
白
居
易
は
大
変
満
足
感
を
得
て

い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
満
足
感
は
、
彼
が
自
ら
を
維
摩
詰
に

な
ぞ
ら
え
る
こ
と
か
ら
き
て
い
た
。
以
上
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、

人
物
の
身
な
り
や
姿
、
表
情
か
ら
情
景
に
至
る
ま
で
、
全
て
が
当

時
出
回
っ
て
い
た
「
維
摩
詰
示
疾
図
」
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
特
に
表
中
の
「
故
紗
絳
帳
旧
青
氈
」
、
「
鶏
膚
鶴
髪
復
た

何
ぞ
傷
ま
ん
」
、
「
老
翁

麈
尾
を
持
ち
、
坐
し
て
半
張
の
牀
を
払

う
」
と
い
っ
た
表
現
は
、
よ
り
直
接
的
に
「
維
摩
詰
図
」
か
ら
取

り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
は
様
々
な
「
維

摩
詰
変
相
図
」
の
要
素
を
用
い
て
自
己
の
姿
を
作
り
上
げ
、
自
身

の
「
維
摩
詰
化
」
を
成
し
遂
げ
た
。

白
居
易
の
か
か
る
行
為
は
、
決
し
て
偶
然
な
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
。
当
時
の
詩
人
た
ち
は
し
ば
し
ば
自
ら
を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら

え
て
お
り
、
人
に
よ
っ
て
は
生
活
も
維
摩
詰
を
ま
ね
て
い
た
。
そ

れ
は
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

古
樹
少
枝
葉
、
真
僧
亦
相
依
。
山
木
自
曲
直
、
道
人
無
是
非
。

手
持
維
摩
偈
、
心
向
居
士
帰
。
空
景
忽
開
霽
、
雪
花
猶
在
衣
。

洗
然
水
渓
昼
、
寒
物
生
光
輝
。［
］
27

古
樹

枝
葉
少
な
く
、
真
僧
亦
た
相
ひ
依
る
。
山
木

自

ら

お
の
づ
か

曲
直
し
、
道
人

是
非
無
し
。
手
に
持
つ
維
摩
の
偈
を
、
心

げ

は
向
く
居
士
の
帰
る
に
。
空
景
忽
ち
霽
を
開
き
、
雪
花
猶
ほ

せ
い

衣
に
在
り
。
洗
然
た
り
水
渓
の
昼
、
寒
物

光
輝
を
生
ず
。

（
孟
郊
「
聴
藍
渓
僧
為
元
居
士
説
維
摩
経
」
詩
）

維
摩
青
石
講
初
休
、
縁
訪
親
宗
到
普
州
。
我
有
軍
持
憑
弟
子
、

岳
陽
渓
裏
汲
寒
流
。

維
摩

青
石
に
講

初
め
て
休
み
、
親
宗
を
縁
訪
し
て
普
州

や

に
到
る
。
我

軍
持
有
り
て
弟
子
に
憑
り
、
岳
陽
渓
裏
に
寒

よ
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流
を
汲
ま
し
む
。（
賈
島
「
訪
鑑
玄
師
姪
」
詩
）

右
の
二
首
は
い
ず
れ
も
僧
侶
を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
が
、

情
景
に
は
違
い
が
あ
る
。
一
首
目
で
は
雪
を
天
花
に
喩
え
て
お
り
、

二
首
目
で
は
維
摩
詰
図
の
中
の
机
を
黒
い
石
に
変
え
て
い
る
。
こ

れ
は
あ
る
い
は
、
当
時
広
く
伝
わ
っ
て
い
た
維
摩
詰
図
か
ら
取
り

入
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

知
訪
寒
梅
過
野
塘
、
久
留
金
勒
為
迴
腸
。
謝
郎
衣
袖
初
翻
雪
、

荀
令
熏
炉
更
換
香
。
何
処
払
胸
資
蝶
粉
、
幾
時
塗
額
藉
蜂
黄
。

維
摩
一
室
雖
多
病
、
亦
要
天
花
作
道
場
。

知
る
訪
れ
し
寒
梅

野
塘
を
過
ぎ
、
久
し
く
金
勒
を
留
め
て

迴
腸
を
為
す
を
。
謝
郎
の
衣
袖
初
め
て
雪
を
翻
し
、
荀
令
の

熏
炉

更
に
香
を
換
ふ
。
何
れ
の
処
か
胸
を
払
ふ
に
蝶
粉
を

資
し
、
幾
の
時
か
額
を
塗
る
に
蜂
黄
を
藉
り
ん
。
維
摩
の
一

か

室

病
多
し
と
雖
も
、
亦
た
天
花
を
要
め
て
道
場
と
作
さ
ん
。

て
ん
ぐ
ゑ

も
と

な

（
李
商
隠
「
酬
崔
八
早
梅
有
贈
兼
示
之
作
」
詩
）

維
摩
居
士
陶
居
士
、
尽
説
高
情
未
足
誇
。
檐
外
蓮
峰
階
下
菊
、

碧
蓮
黄
菊
是
吾
家
。

維
摩
居
士

陶
居
士
、
尽
く
高
情
を
説
く
も
未
だ
誇
る
に
足

ら
ず
。
檐
外
の
蓮
峰

階
下
の
菊
、
碧
蓮
黄
菊

是
れ
吾
が

家
な
り
。（
司
空
図
「
雨
中
」
詩
）

一
首
目
で
は
梅
の
花
を
天
花
と
し
、
ま
た
自
分
が
維
摩
詰
の
よ
う

に
多
く
の
病
を
抱
え
て
独
り
で
部
屋
に
居
る
と
う
た
う
。
二
首
目

で
は
、
秋
の
菊
と
い
う
隠
者
を
連
想
さ
せ
る
伝
統
的
な
事
物
を
取

り
上
げ
つ
つ
、
維
摩
詰
と
陶
淵
明
を
結
び
付
け
、
両
者
を
一
体
化

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
発
想
は
、
白
居
易
の
関
連
す
る
詩
に
非
常

に
よ
く
似
て
い
る
。

（
三
）「
香
山
居
士
図
」
と
「
維
摩
詰
図
」

白
居
易
の
当
時
の
肖
像
画
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
後
世
に
伝
わ
っ

た
も
の
の
多
く
は
、
宋
以
後
の
「
香
山
居
士
図
」
の
模
本
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、
白
居
易
が
晩
年
に
作
り
上
げ
た
自
己
の
姿
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
白
居
易
の
詩
に
見
ら
れ
る
維
摩
詰
化

し
た
姿
が
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
維
摩
詰
化
し
た
詩

情
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

白
居
易
の
「
香
山
居
士
写
真
詩
幷
序
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

元
和
五
年
、
予
為
左
拾
遺
、
翰
林
学
士
、
奉
詔
写
真
於
集
賢

殿
御
書
院
。
時
年
三
十
七
。
会
昌
二
年
（
八
四
二
）、
罷
太
子

少
傅
為
白
衣
居
士
、
又
写
真
於
香
山
寺
蔵
経
堂
。
時
年
七
十

一
。
前
後
相
望
殆
将
三
紀
。
観
今
照
昔
、
慨
然
自
歎
者
久
之
。

形
容
非
一
、
世
事
幾
変
。
因
題
六
十
字
以
写
所
懐
。

元
和
五
年
、
予

左
拾
遺
、
翰
林
学
士
と
為
り
、
詔
を
奉

じ
て
真
を
集
賢
殿
の
御
書
院
に
写
す
。
時
に
年
三
十
七
。

会
昌
二
年
、
太
子
少
傅
を
罷
め
て
白
衣
居
士
と
為
り
、
又

た
真
を
香
山
寺
の
蔵
経
堂
に
写
す
。
時
に
年
七
十
一
。
前

後
相
ひ
望
む
に
殆
ど
将
に
三
紀
な
ら
ん
と
す
。
今
を
観

昔
を
照
ら
し
、
慨
然
と
し
て
自
ら
歎
ず
る
こ
と
之
を
久
し

く
す
。
形
容

一
に
非
ず
、
世
事
幾
た
び
か
変
ず
る
。
因
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り
て
六
十
字
を
題
し
て
以
て
懐
ふ
所
を
写
す
。

昔
作
少
学
士
、
図
形
入
集
賢
。
今
為
老
居
士
、
写
貌
寄
香
山
。

鶴
毳
変
玄
髪
、
鶏
膚
換
朱
顔
。
前
形
与
後
貌
、
相
去
三
十
年
。

勿
歎
韶
華
子
、
俄
成
皤
叟
仙
。
請
看
東
海
水
、
亦
変
作
桑
田
。

［

］
28

昔

少
学
士
と
作
り
、
形
を
図
し
て
集
賢
に
入
る
。
今

な

老
居
士
と
為
り
、

貌

を
写
し
て
香
山
に
寄
す
。
鶴
毳
玄

か
た
ち

か
く
ぜ
い

髪
変
じ
、
鶏
膚

朱
顔
換
は
る
。
前
形
と
後
貌
と
、
相
ひ

去
る
こ
と
三
十
年
。
歎
ず
る
勿
か
れ
韶
華
の
子
、
俄
か
に

せ
う
く
わ

皤
叟
の
仙
と
成
る
を
。
請
ふ
看
よ
東
海
の
水
、
亦
た
変
じ

は
そ
う

て
桑
田
と
作
る
を
。

自
ら
香
山
居
士
と
名
乗
っ
た
白
居
易
は
、
「
鶴
髪
」
、
「
鶏
膚
」
と

い
っ
た
老
い
た
身
体
の
特
徴
に
目
を
向
け
て
い
る
。
こ
の
「
香
山

居
士
写
真
図
」
が
彼
の
肖
像
画
で
、
ま
た
そ
の
詩
が
「
題
詠
」
に

近
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
画
家
は
白
居
易
が
作
り
上
げ
た
老
居

士
の
姿
を
描
い
た
が
、
そ
う
し
た
姿
は
当
時
の
一
般
的
な
維
摩
詰

の
イ
メ
ー
ジ
と
間
違
い
な
く
関
係
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
詩
人
が
「
維

摩
詰
図
」
に
基
づ
き
自
ら
を
詩
に
詠
じ
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

白
居
易
は
こ
の
肖
像
画
を
大
変
好
み
、
香
山
寺
の
蔵
経
閣
の
中

に
収
め
た
だ
け
で
な
く
、
廬
山
の
東
林
寺
に
も
送
っ
て
保
存
し
た
。

宋
初
の
陳
舜
兪
（
一
〇
二
六
～
一
〇
七
六
）
『
廬
山
記
』
巻
二
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昔
公
之
遊
東
林
也
、
睹
経
蔵
中
有
遠
公
諸
文
士
倡
和
集
。
時
諸

長
老
亦
請
公
文
集
同
蔵
之
。
至
太
和
九
年
為
太
子
賓
客
、
始
以

文
集
六
十
巻
帰
之
。
会
昌
中
致
仕
、
復
送
後
集
十
巻
及
香
山
居

士
之
像
。
広
明
中
、
与
遠
公
『
匡
山
集
』
並
為
淮
南
高
駢
所
毀
。

呉
太
和
六
年
、
徳
化
王
澈
嘗
抄
謄
以
補
其
欠
、
復
亡
失
。
今
所

蔵
実
景
徳
四
年
詔
史
館
書
授
而
賜
者
。［
］
29

昔

公
の
東
林
に
遊
ぶ
や
、
経
蔵
の
中
に
遠
公
諸
文
士
の
倡

和
集
有
る
を
睹
る
。
時
に
諸
長
老
亦
た
公
の
文
集
を
請
ひ
て

み

同
に
之
を
蔵
せ
ん
と
す
。
太
和
九
年

太
子
賓
客
と
為
る
に

至
り
、
始
め
て
文
集
六
十
巻
を
以
て
之
を
帰
る
。
会
昌
中

お
く

致
仕
し
、
復
た
後
集
十
巻
及
び
香
山
居
士
の
像
を
送
る
。
広

明
中
、
遠
公
の
『
匡
山
集
』
と
並
び
に
淮
南
の
高
駢
の
毀
つ

所
と
為
る
。
呉
の
太
和
六
年
、
徳
化
王
澈

嘗
て
抄
謄
し
て

以
て
其
の
欠
け
た
る
を
補
ふ
も
、
復
た
亡
失
す
。
今
の
蔵
す

る
所
は
実
に
景
徳
四
年

詔
あ
り
て
史
館
を
し
て
書
し
授
け

し
め
て
賜
ひ
し
者
な
り
。

こ
の
他
、
洛
陽
の
自
宅
に
も
肖
像
画
は
残
さ
れ
て
い
た
。
宋
庠

（
九
九
六
～
一
〇
六
六
）
『
元
憲
集
』
巻
五
「
過
普
明
禅
院
（
唐
太

子
少
傅
白
公
旧
宅
）
二
首
」
に
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

自
昔
仁
為
里
、
于
今
福
作
田
。
清
風
残
竹
地
、
宝
色
故
池
天
。

絵
象
成
真
侶
（
楽
天
旧
影
与
蒲
禅
師
偶
立
。
）
、
家
声
入
梵
縁
（
又

常
自
称
香
山
居
士
。
）
。
一
披
龍
蔵
集
、
無
復
歎
亡
篇
（
後
唐
明

宗
子
秦
王
尹
京
曰
、
「
特
写
公
文
集
一
本
、
置
経
中
。
」
至
今
集

本
最
善
。
）
。［
］
30
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昔
自
り
仁

里
を
為
め
、
今
に
于
い
て
福

田
と
作
る
。
清

よ

を
さ

な

風

残
竹
の
地
、
宝
色

故
池
の
天
。
絵
象

真
侶
と
成
り

（
楽
天
の
旧
影

蒲
禅
師
と
偶
立
す
。
）
、
家
声

梵
縁
に
入

る
（
又
た
常
に
自
ら
香
山
居
士
と
称
す
。
）
。
一
た
び
龍
蔵
の

集
を
披
け
ば
、
復
た
亡
篇
を
歎
ず
る
無
し
（
後
唐
の
明
宗
の

ひ
ら

子

秦
王
尹
京
曰
く
、「
特
に
公
の
文
集
一
本
を
写
し
、
経
中

に
置
け
」
と
。
今
に
至
る
ま
で
集
本
の
最
も
善
な
る
も
の
な

り
。
）。

こ
こ
に
言
う
白
居
易
の
旧
宅
は
、
も
ち
ろ
ん
香
山
寺
で
は
な
く
、

洛
陽
城
中
の
履
道
坊
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
［

］
。
肖
像
画
は
「
九

31

老
図
」
と
と
も
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。「
九
老
図
」
に
関
し
て
は
、

白
居
易
「
七
老
会
詩
並
序
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

胡
、
吉
、
鄭
、
劉
、
盧
、
張
等
六
賢
皆
多
年
寿
、
予
亦
次
焉
。

偶
於
弊
居
合
、
成
尚
歯
之
会
。
七
老
相
顧
、
既
酔
甚
歓
。
静

而
思
之
、
此
会
稀
有
。
因
成
七
言
六
韻
以
紀
之
、
伝
好
事
者
。

会
昌
五
年
三
月
二
十
一
日
、
於
白
家
履
道
宅
同
宴
、
宴
罷
賦

時
。
時
秘
書
監
狄
兼
謨
、
河
南
尹
盧
貞
以
年
未
七
十
、
雖
与

会
而
不
及
列
。

胡
、
吉
、
鄭
、
劉
、
盧
、
張
等
六
賢

皆
年
寿
多
く
、
予

も
亦
た
次
ぐ
。

偶

弊
居
に
於
い
て
合
ひ
、
尚
歯
の
会
を

た
ま
た
ま

成
す
。
七
老
相
ひ
顧
み
、
既
に
酔
ひ
て
甚
だ
歓
ぶ
。
静
ま

り
て
之
を
思
ふ
、
此
の
会
有
る
こ
と
稀
な
り
と
。
因
り
て

七
言
六
韻
を
成
し
て
以
て
之
を
紀
し
、
好
事
者
に
伝
ふ
。

し
る

会
昌
五
年
三
月
二
十
一
日
、
白
家
履
道
の
宅
に
於
い
て
同

じ
く
宴
し
、
宴
罷
み
て
時
を
賦
す
。
時
に
秘
書
監
狄
兼
謨
、

河
南
尹
盧
貞

年
未
だ
七
十
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
会
に
与あ
づ

か
る
と
雖
も
列
す
る
に
及
ば
ず
。

「
刑
部
尚
書
致
仕
太
原
白
居
易
（
年
七
十
四
）
」
：
七
人
五
百

八
十
四
（
今
本
作
七
人
五
百
七
十
歳
）
、
拕
紫
紆
朱
垂
白
鬚
。

手
裏
無
金
莫
嗟
嘆
、
樽
中
有
酒
且
歓
娯
。
詩
吟
両
句
神
還
王
、

飲
到
三
杯
気
尚
粗
。
嵬
峨
狂
歌
教
婢
拍
、
婆
娑
酔
舞
遣
孫
扶
。

天
年
高
過
二
疏
傅
、
人
数
多
於
四
皓
図
。
除
却
三
山
五
天
竺

（
三
仙
山
、
五
天
竺
図
、
多
老
寿
者
）
、
人
間
此
会
更
応
無
。

［

］
32

「
刑
部
尚
書
致
仕
太
原
白
居
易
（
年
七
十
四
）
」
：
七
人
五

百
八
十
四
（
今
本

七
人
五
百
七
十
歳
に
作
る
）、
紫
を
拕ひ

き
朱
を
紆
し
て
白
鬚
垂
る
。
手
裏

金
無
き
も
嗟
嘆
す
る

う

莫
く
、
樽
中

酒
有
り
且
つ
歓
娯
す
。
詩

両
句
を
吟
じ

て
神

還
た
王
に
、
飲
み
て
三
杯
に
到
り
て
気
尚
ほ
粗
な

り
。
嵬
峨
た
る
狂
歌

婢
を
し
て
拍
た
し
め
、
婆
娑
た
る

う

酔
舞

孫
を
し
て
扶
け
し
む
。
天
年
高
き
こ
と
二
疏
傅
に

過
ぎ
、
人
数

四
皓
の
図
よ
り
多
し
。
三
山
五
天
竺
を
除

却
し
（
三
仙
山
、
五
天
竺
図
、
老
寿
の
者
多
し
）、
人
間
此

の
会

更
に
応
に
無
か
る
べ
し
。

「
九
老
図
詩
幷
序
」
：
会
昌
五
年
三
月
、
胡
、
吉
、
劉
、
鄭
、

盧
、
張
等
六
賢
、
於
東
都
敝
居
履
道
坊
合
尚
歯
之
会
。
其
年

夏
又
有
二
老
、
年
貌
絶
倫
、
同
帰
故
郷
、
亦
来
斯
会
。
続
命

書
姓
名
年
歯
、
写
其
形
貌
、
附
於
図
右
、
与
前
七
名
題
為
「
九
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老
図
」
、
仍
以
一
絶
贈
之
（
自
注
：
二
老
謂
洛
中
遺
老
李
元
爽

年
一
百
三
十
六
、
帰
洛
僧
如
満
年
九
十
五
。
）。

「
九
老
図
詩
幷
び
に
序
」
：
会
昌
五
年
三
月
、
胡
、
吉
、
劉
、

鄭
、
盧
、
張
等
六
賢
、
東
都
の
敝
居
履
道
坊
に
於
い
て
尚

歯
の
会
に
合
ふ
。
其
の
年
の
夏
又
た
二
老
有
り
、
年
貌
絶

倫
に
し
て
、
同
じ
く
故
郷
に
帰
り
、
亦
た
斯
の
会
に
来
た

り
。
続
ぎ
て
命
じ
て
姓
名
年
歯
を
書
し
、
其
の
形
貌
を
写

つ

し
、
図
右
に
附
せ
し
め
、
前
の
七
名
と
題
し
て
「
九
老
図
」

と
為
し
、
仍
り
て
一
絶
を
以
て
之
に
贈
る
（
自
注
：
二
老

は
洛
中
の
遺
老
李
元
爽

年
一
百
三
十
六
、
帰
洛
の
僧

如
満
年
九
十
五
を
謂
ふ
。
）。

に
ょ
ま
ん

雪
作
鬚
眉
雲
作
衣
、
遼
東
華
表
鶴
双
帰
。
当
時
一
鶴
猶
稀
有
、

何
況
今
逢
両
令
威
。［
］
33

雪

鬚
眉
と
作
り
て
雲

衣
と
作
り
、
遼
東
の
華
表

鶴

な

双
び
帰
る
。
当
時
一
鶴
猶
ほ
有
る
こ
と
稀
な
り
、
何
ぞ
況

な
らん

や
今

両
令
威
に
逢
ふ
を
や
。

現
存
す
る
「
香
山
九
老
図
」
は
、
宋
人
が
「
香
山
居
士
図
」
の
中

の
白
居
易
の
姿
を
取
り
入
れ
て
新
た
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
白

居
易
は
楽
し
げ
な
表
情
や
老
い
た
身
体
を
描
く
こ
と
に
力
を
入
れ

て
題
画
詩
を
作
り
、
二
百
年
後
、
宋
庠
は
そ
の
中
に
維
摩
詰
の
姿

を
見
た
。

「
香
山
九
老
図
」
で
は
、
白
居
易
の
姿
は
立
っ
た
も
の
か
ら
座

っ
た
も
の
に
変
わ
り
、
基
本
的
な
部
分
は
固
定
化
さ
れ
た
。
机
に

寄
り
か
か
っ
て
座
る
姿
や
老
い
て
痩
せ
た
身
体
、
下
女
が
側
に
仕

え
、
小
さ
な
部
屋
に
居
る
と
い
っ
た
特
徴
は
、
そ
れ
以
前
に
流
行

し
た
「
維
摩
詰
図
」
の
特
徴
に
よ
く
似
て
い
る
。
画
家
が
詩
の
中

か
ら
維
摩
化
し
た
彼
の
姿
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、「
維
摩
詰
図
」

の
情
景
や
構
図
、
人
物
の
特
徴
な
ど
が
白
居
易
像
の
中
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
維
摩
詰
の
要
素
を
含
ん
だ
香
山
居
士
の
画
像

は
、
白
居
易
が
自
ら
を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
た
数
多
く
の
詩
の
詩

情
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
現
象
は
白
居
易
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
当

時
の
一
般
的
な
芸
術
的
傾
向
で
あ
っ
た
。
晩
唐
・
貫
休
の
「
羅
漢

図
」
は
、
そ
の
証
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
詩
僧
で
あ
り
、
ま
た

画
僧
で
も
あ
る
貫
休
は
、
維
摩
詰
の
芸
術
的
イ
メ
ー
ジ
や
、
維
摩

詰
の
姿
を
世
俗
化
さ
せ
る
と
い
う
当
時
の
文
人
の
思
考
を
非
常
に

よ
く
理
解
し
て
い
た
。
彼
は
「
大
蜀
高
祖
潜
龍
日
献
陳
情
偈
頌
」

で
維
摩
詰
を
周
公
と
と
も
に
並
べ
、
蜀
主
と
称
え
て
い
る
。「
聞
蜀

風
景
、
地
寧
得
一
。
富
人
侯
王
、
旦
奭
摩
詰
。
龍
角
日
角
、
紫
気

盤
屈
。
」（
聞
く
蜀
の
風
景
、
地
寧
く
し
て
一
を
得
と
。
富
人
侯
王
、

や
す

旦
奭
摩
詰
。
龍
角
日
角
、
紫
気

盤
屈
す
。
）［
］

ま
た
「
冬
末
病

た
ん
せ
き

34

中
作
二
首
」
其
一
に
は
「
冬
風
吹
草
木
、
亦
吹
我
病
根
。
故
人
久

不
来
、
冷
落
如
丘
園
。
耼
龍
与
摩
詰
、
吁
歎
非
不
聞
。
顧
惟
年
少

時
、
未
合
多
憂
懃
。
風
鍾
遠
孤
枕
、
雪
水
流
凍
痕
。
空
余
微
妙
心
、

期
空
静
者
論
。
」（
冬
風

草
木
を
吹
き
、
亦
た
我
が
病
根
を
吹
く
。

故
人
久
し
く
来
ず
、
冷
落
な
る
こ
と
丘
園
の
如
し
。
耼

龍
と
摩

た
ん
り
ょ
う

詰
と
、
吁
歎
聞
か
ざ
る
に
非
ず
。
顧
み
る
に
惟
れ
年
少
の
時
、
未

こ

だ
合
に
憂
懃
多
か
る
べ
か
ら
ず
。
風
鍾

孤
枕
に
遠
く
、
雪
水

ま
さ

凍
痕
に
流
る
。
空
余
微
妙
の
心
、
静
者
の
論
に
空
な
ら
ん
こ
と
を
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期
す
。）
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
自
ら
を
維
摩
詰
に
な
ぞ
ら
え
て

お
り
、
彼
が
作
っ
た
「
羅
漢
図
」
が
構
図
、
人
物
の
特
徴
、
情
景

な
ど
の
多
く
の
部
分
で
維
摩
詰
像
を
模
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

西
域
の
高
僧
の
彫
り
の
深
い
顔
以
外
で
は
、
表
情
や
動
作
に
よ
っ

て
僧
の
趣
を
出
し
て
お
り
、
同
時
に
人
物
の
服
装
や
背
景
に
よ
っ

て
そ
の
世
俗
化
を
表
現
し
て
い
る
。
蜀
の
翰
林
学
士
で
あ
っ
た
欧

陽
炯
の
「
貫
休
応
夢
羅
漢
画
歌
」
は
、
こ
の
絵
に
つ
い
て
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。

形
如
痩
鶴
精
神
健
、
頂
似
伏
犀
頭
骨
麤
。
…
…
唐
朝
歴
歴
多
名

士
、
蕭
子
雲
兼
呉
道
子
。
若
将
書
画
比
休
公
、
只
恐
当
時
浪
生

死
。
…
…
詩
名
画
手
皆
奇
絶
、
覰
儞
凡
人
争
是
人
。
瓦
棺
寺
裏

維
摩
詰
、
舎
衛
城
中
辟
支
仏
。
若
将
此
画
比
量
看
、
総
在
人
間

為
第
一
。

形
は
痩
鶴
の
如
き
も
精
神
健
や
か
に
、
頂
は
伏
犀
に
似
て
頭

す
こ

骨
麤
な
り
。
…
…
唐
朝
歴
歴
と
し
て
名
士
多
く
、
蕭
子
雲
兼

そ

呉
道
子
。
若
し
書
画
を
将
て
休
公
に
比
ぶ
れ
ば
、
只
だ
恐
る

も

も
つ

当
時
の
生
死
を
浪
に
せ
ん
こ
と
を
。
…
…
詩
名
画
手

皆
奇

絶
な
れ
ば
、

儞

の
凡
人
な
る
を

覰

ひ
て
争
で
か
是
の
人
な

な
ん
ぢ

う
か
が

い
か

ら
ん
。
瓦
棺
寺
の
裏
の
維
摩
詰
、
舎
衛
城
中
の
辟
支
仏
。
若

う
ち

び
ゃ
く
し
ぶ
つ

し
此
の
画
を
将
て
比
量
し
て
看
れ
ば
、
総
べ
て
人
間
に
在
り

す

て
第
一
為
ら
ん
。

た

欧
陽
炯
が
顧
愷
之
の
「
維
摩
詰
図
」
を
貫
休
の
「
羅
漢
図
」
と
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
に
は
は
っ
き
り
と
芸
術
上
の
類
似
し
た
点

が
認
め
ら
れ
た
。
各
図
の
構
図
や
人
物
の
動
作
、
表
情
、
周
囲
の

物
等
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
『
維
摩
詰
経
』
の
中
の
維
摩
詰
に
近

い
と
分
か
る
。
欧
陽
炯
は
、「
羅
漢
図
」
と
顧
愷
之
「
維
摩
詰
図
」

に
は
共
通
す
る
芸
術
的
要
素
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
欧
陽
炯
の

詩
は
画
賛
で
あ
る
が
、
ま
た
特
殊
な
題
詠
詩
の
よ
う
で
も
あ
る
。

貫
休
と
欧
陽
炯
が
示
し
た
詩
と
絵
の
関
係
は
、
こ
れ
ら
が
後
に
よ

り
一
層
強
く
結
び
付
く
先
駆
け
と
な
っ
た
。
『
宣
和
画
譜
』
巻
三
に

は
貫
休
の
「
維
摩
像
一
幅
」
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
貫
休
は
自
ら

の
作
品
を
「
楽
天
、
長
吉
似
之
矣
」
（
楽
天
、
長
吉
之
に
似
た
り
）

と
述
べ
て
い
る
［

］

こ
と
か
ら
、
彼
も
白
居
易
の
詩
風
を
継
い
で

35

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
人
物
の
「
維
摩
化
」
と
い
う
表
現
は
、
お

そ
ら
く
白
居
易
の
詩
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
維
摩
詰
の
姿
の
中

国
人
化
は
、
仏
教
受
容
の
歴
史
の
一
つ
の
流
れ
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
唐
代
以
前
に
は
傅
大
士
が
お
り
、
白
居
易
の
時
代
に
は
龐

居
士
が
い
た
。
白
居
易
の
詩
や
後
世
の
絵
は
そ
う
し
た
歴
史
の
流

れ
の
一
つ
の
具
体
的
な
表
れ
に
過
ぎ
な
い
。
廟
や
洞
窟
、
厨
子
、

壁
画
に
見
ら
れ
る
維
摩
詰
は
、
す
で
に
祭
壇
を
降
り
て
文
人
た
ち

の
世
俗
の
世
界
に
溶
け
込
み
、
親
し
み
や
す
い
生
活
の
理
想
像
と

な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

※
紙
幅
の
関
係
に
よ
り
、
本
稿
で
は
唐
代
に
関
す
る
部
分
の
み
を

訳
出
し
た
。
宋
代
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
掲

載
す
る
。
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注
［
１
］
金
維
諾
「
顧
愷
之
的
芸
術
成
就
」
（
『
文
物
参
考
資
料
』
六
、
一
九

五
八
）
二
〇
頁
に
「
顧
愷
之
の
宗
教
画
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
河
西
一

帯
の
石
窟
の
壁
画
と
文
献
の
記
載
と
を
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
あ
る
程

度
彼
ら
の
よ
う
な
美
術
家
に
代
表
さ
れ
る
六
朝
時
代
の
仏
教
美
術
の
水

準
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
他
、
鄒
清
泉
「
莫
高
窟

唐
代
坐
帳
維
摩
画
像
考
論
」
（
『
敦
煌
研
究
』
一
、
二
〇
〇
一
）
三
三
～

三
九
頁
、
肖
建
軍
「
維
摩
詰
図
像
創
造
及
其
図
像
来
源
之
分
析
」（
『
文

芸
争
鳴
』
六
、
二
〇
一
一
）
一
四
六
～
一
四
九
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

［
２
］
『
全
唐
文
』
（
清
・
董
誥
等
編
、
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
）

巻
二
六
六
、
二
七
〇
〇
頁
。

［
３
］
『
杜
詩
詳
注
』
（
唐
・
杜
甫
著
、
清
・
仇
兆
鼇
注
、
北
京
、
中
華
書

局
、
一
九
七
九
）
巻
六
、
四
五
七
頁
。

［
４
］『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
九
、
一
七
一
五
頁
。

［
５
］
『
杜
詩
鏡
銓
』
（
清
・
楊
倫
撰
、
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

八
〇
）
巻
一
六
、
八
〇
七
頁
。

［
６
］『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
九
、
一
七
一
六
頁
。

［
７
］『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
一
、
九
二
九
～
九
三
〇
頁
。

［
８
］
『
王
維
集
校
注
』
（
唐
・
王
維
著
、
陳
鉄
民
校
注
、
中
華
書
局
、
一

九
九
七
）
巻
八
、
七
三
八
～
七
三
九
頁
。

［
９
］
『
注
維
摩
詰
経
』
（
後
秦
・
釈
僧
肇
撰
）
巻
六
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ

３
８
、
Ｎ
ｏ
．
１
７
７
５
、
Ｐ
．
０
３
８
９
、
ａ
１
０
、
１
３
、
２
０
、

ｂ
０
１
、
０
６
。

［

］
納
一
「
仏
教
美
術
中
的
維
摩
詰
題
材
釈
読
」（
『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

10
四
、
二
〇
〇
四
）
六
～
一
一
〇
頁
参
照
。

［

］『
宣
和
画
譜
』
巻
十
に
王
維
「
『
維
摩
詰
図
』
二
」
の
記
載
が
あ
る
。

11
［

］
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
六
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
３
８
、
Ｎ
ｏ
．
１
７
７

12
５
、
Ｐ
．
０
３
８
６
、
ｃ
２
７
、
Ｐ
．
０
３
８
７
、
ａ
０
３
、
１
３
、

１
４
、
１
８
、
Ｐ
．
０
３
９
０
、
ｂ
０
８
。

［

］『
王
維
集
校
注
』
巻
六
、
五
三
二
頁
。

13
［

］
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
五
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
３
８
、
Ｎ
ｏ
．
１
７
７

14
５
、
Ｐ
．
０
３
７
１
、
ｃ
２
８
。

［

］
同
上
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
３
８
、
Ｎ
ｏ
．
１
７
７
５
、
Ｐ
．
０
３

15
７
４
、
ａ
０
３
。

［

］『
王
維
集
校
注
』
巻
六
、
五
二
八
頁
。

16
［

］
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
五
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
３
８
、
Ｎ
ｏ
．
１
７
７

17
５
、
Ｐ
．
０
３
７
６
、
ａ
１
３
、
Ｐ
．
０
３
８
０
、
ａ
０
９
。

［

］
『
白
居
易
集
箋
校
』
（
唐
・
白
居
易
著
、
朱
金
城
箋
校
、
上
海
、
上

18
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）
巻
六
九
、
三
七
〇
二
頁
に
は
、
太
和
三

年
（
八
二
九
）
の
作
、
白
居
易
五
十
八
歳
、
東
都
洛
陽
で
太
子
賓
客
分

司
の
任
に
就
い
て
い
た
と
あ
る
。

［

］
『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
〇
、
一
三
八
六
頁
。
以
下
に
引
く
諸
詩
は

19
そ
れ
ぞ
れ
、
巻
六
、
三
四
二
頁
、
巻
二
〇
、
一
三
三
五
頁
、
巻
一
九
、

一
三
一
一
頁
、
巻
二
四
、
一
六
九
二
頁
、
巻
三
五
、
二
三
八
八
頁
、
巻

二
七
、
一
九
一
五
頁
、
巻
三
一
、
二
一
三
〇
頁
、
巻
三
一
、
二
一
六
一

頁
、
巻
三
六
、
二
五
二
八
頁
、
巻
三
七
、
二
五
四
六
頁
、
巻
一
四
、
八

六
四
頁
に
見
え
る
。

［

］
月
上
女
に
つ
い
て
、『
仏
説
月
上
女
経
』
巻
上
に
「
爾
時
、
彼
城
有

20
離
車
、
名
毘
摩
羅
詰
、
其
家
巨
富
資
財
無
量
、
倉
庫
豊
盈
不
可
称
数
、

四
足
二
足
諸
畜
生
等
悉
皆
充
溢
。
其
人
有
妻
名
曰
無
垢
、
可
喜
端
正
形
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貌
、
姝
美
女
相
具
足
。
然
彼
婦
人
於
時
懐
妊
、
満
足
九
月
、
便
生
一
女

姿
容
端
正
。
…
…
其
身
自
然
著
諸
天
服
、
妙
宝
、
衣
裳
、
於
其
身
上
出

妙
光
、
明
勝
於
月
照
、
猶
如
金
色
耀
其
家
内
。
然
其
父
母
見
彼
光
故
、

即
為
立
名
称
為
月
上
。
」（
爾
の
時
、
彼
の
城
に
離
車
有
り
、
名
は
毘
摩

そ

羅
詰
、
其
の
家

巨
富
資
財

無
量
に
し
て
、
倉
庫

豊
盈
し
て
称
数

す
べ
か
ら
ず
、
四
足
二
足
の
諸
畜
生
等

悉
く
皆
充
溢
す
。
其
の
人

妻
有
り
名
を
無
垢
と
曰
ひ
、
喜
ぶ
べ
き
端
正
な
る
形
貌
、
姝
美
の
女

相
ひ
具
足
す
。
然
し
て
彼
の
婦
人

時
に
於
い
て
懐
妊
し
、
九
月
を
満

足
し
て
、
便
ち
一
女
の
姿
容
端
正
な
る
を
生
む
。
…
…
其
の
身

自
然

に
諸
天
の
服
、
妙
宝
、
衣
裳
を
著
、
其
の
身
上
に
於
い
て
妙
光
を
出
だ

き

し
、
明
る
き
こ
と
月
照
に
勝
り
、
猶
ほ
金
色
の
其
の
家
内
に
耀
く
が
如

し
。
然
し
て
其
の
父
母

彼
の
光
を
見
し
故
に
、
即
ち
為
に
立
名
し

た
め

称
し
て
月
上
と
為
す
。
）
と
あ
る
。
ま
た
『
維
摩
詰
経
』
入
不
二
法
門

品
第
九
の
中
に
一
箇
所
、「
月
上
菩
薩
曰
、
『
闇
与
明
為
二
。
無
闇
無
明

即
無
有
二
。
所
以
者
何
。
如
入
滅
受
想
定
、
無
闇
無
明
、
一
切
法
相
亦

復
如
是
。
於
其
中
平
等
入
者
、
是
為
入
不
二
法
門
。
』
」
（
月
上
菩
薩
曰

く
、
「
闇
と
明
と
を
二
と
為
す
。
闇
無
く
明
無
く
ん
ば
即
ち
二
有
る
無

し
。
所
以
の
者
は
何
ぞ
。
滅

受

想

定
に
入
れ
ば
、
闇
無
く
明
無
き

め
つ
じ
ゅ
そ
う
じ
ゃ
う

が
如
く
、
一
切
法
相
も
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
其
の
中
に
於
い
て
平

等
に
し
て
入
る
者
、
是
れ
を
不
二
の
法
門
に
入
る
と
為
す
」
と
。
）
と

見
え
る
。
こ
こ
で
白
居
易
は
、
談
氏
に
嫁
い
だ
娘
を
維
摩
詰
の
娘
月
上

に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

［

］
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
二
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
３
８
、
Ｎ
ｏ
．
１
７
７

21
５
、
Ｐ
．
０
３
３
９
、
ｂ
２
４
～
０
３
４
０
、
ａ
２
４
。

［

］
同
上
、
Ｐ
．
０
３
４
０
、
ａ
０
９
。

22

［

］
『
注
維
摩
詰
経
』
巻
七
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
３
８
、
Ｎ
ｏ
．
１
７
７

23
５
、
Ｐ
．
０
３
９
６
、
ａ
１
６
～
２
２
。

［

］
衣
若
芬
「
自
我
的
凝
視
―
―
白
居
易
的
写
真
詩
与
対
鏡
詩
」
（
『
芸

24
林
探
微
』
、
衣
若
芬
著
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
、
一
～

二
〇
頁
）。

［

］『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
〇
、
二
〇
五
八
頁
。

25
［

］
『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
三
、
七
七
一
～
七
七
二
頁
。
次
に
引
く
詩

26
は
巻
三
六
、
二
四
九
三
頁
に
見
え
る
。

［

］『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
）
巻
三
八
〇
、
四
二
六
六
頁
。

27
以
下
の
三
首
は
そ
れ
ぞ
れ
同
書
の
巻
五
七
四
、
六
六
八
一
頁
、
巻
五
三

九
、
六
一
七
五
頁
、
巻
六
三
三
、
七
二
六
二
頁
に
見
え
る
。

［

］『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
六
、
二
四
九
〇
頁
。

28
［

］
『
廬
山
記
』
（
宋
・
陳
舜
兪
著
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）
巻
二
。
ま

29
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
５
１
、
Ｎ
ｏ
．
２
０
９
５
も
参
照
。

［

］『
元
憲
集
』（
宋
・
宋
庠
著
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）
巻
五
。

30
［

］
陳
振
孫
「
白
居
易
年
譜
」
（
『
白
香
山
詩
集
』
「
年
譜
旧
本
」
、
文
淵

31
閣
四
庫
全
書
本
）
に
「
〔
長
慶
四
年
〕
始
卜
居
履
道
坊
、
得
故
散
騎
常

侍
楊
憑
宅
。
…
…
至
後
唐
為
普
明
禅
院
、
有
秦
王
従
栄
所
施
大
字
経
蔵

及
写
公
集
寘
蔵
中
。
洛
人
但
曰
大
字
寺
。
其
園
張
氏
得
其
半
、
為
会
隠

園
。
水
竹
尚
在
、
寺
中
有
公
石
刻
甚
多
。
見
宋
敏
求
『
河
南
志
』
、
李

格
非
『
洛
陽
名
園
記
』
。
」
（
始
め
て
履
道
坊
に
卜
居
し
、
故
散
騎
常
侍

楊
憑
の
宅
を
得
。
…
…
後
唐
に
至
り
て
普
明
禅
院
と
為
り
、
秦
王
従
栄

の
施
す
所
の
大
字
の
経
蔵
及
び
公
の
集
を
写
し
て
蔵
中
に
寘
く
有
り
。

お

洛
人
但
だ
大
字
寺
と
曰
ふ
。
其
の
園

張
氏
其
の
半
ば
を
得
、
会
隠
園

と
為
す
。
水
竹
尚
ほ
在
り
、
寺
中
に
公
の
石
刻
甚
だ
多
き
有
り
。
宋
敏
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求
『
河
南
志
』、
李
格
非
『
洛
陽
名
園
記
』
に
見
ゆ
。
）
と
あ
る
。

［

］『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
七
、
二
五
六
三
～
二
五
六
四
頁
。

32
［

］
『
白
居
易
集
箋
校
』
外
集
巻
上
、
三
八
六
一
頁
。
本
詩
は
白
居
易
の

33
本
集
中
に
は
見
え
ず
、
彼
が
自
身
の
文
集
を
編
纂
し
た
後
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
『
新
唐
書
』
白
居
易
伝
等
か
ら
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
は
事
実
だ
と
分
か
る
。
「
九
老
図
」
は
当
時
広
く
伝
わ
っ
て
い

た
。
「
仍
り
て
一
絶
を
以
て
之
に
贈
る
」
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
図
に

は
詩
が
附
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
白
居
易
は
皆
の
た
め
に
そ
れ
ぞ

れ
一
絶
句
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

［

］
『
全
唐
詩
』
巻
八
二
八
、
九
三
二
六
頁
。
以
下
の
二
首
は
そ
れ
ぞ
れ

34
巻
八
二
七
、
九
三
一
六
～
九
三
一
七
頁
、
巻
七
六
一
、
八
六
三
八
～
八

六
三
九
頁
に
見
え
る
。

［

］『
禅
月
集
』（
貫
休
著
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）
後
序
。

35
※
本
稿
は
校
正
及
び
絵
画
の
分
析
に
お
い
て
李
由
、
蒙
顕
鵬
両
氏
の
助
力

を
仰
い
だ
。
特
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。


